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合格者の 

声 
 

はじめに 

法学部在学中に行政書士を、社会人 2年目で宅建士

をそれぞれ独学で取得し、「次は司法書士かな～」と

何となく考えていた程度で、受験を志した当初は正直、

「司法書士」の仕事そのものに関心があった訳ではあ

りませんでした。ただ、合格率等々を見て明らかな通

り、決して簡単に合格できる代物でないことは分かっ

ていたので、何かしらの通信講座は受けてから臨もう、

と考え至りました。低価格を謳う新興予備校から、や

や高価ではありつつ信頼と実績のある大手予備校．．．

名前の思いつく予備校には片っ端から資料請求し、そ

の時点での辰已法律研究所に対する印象は、「法律系

では聞いたことのある予備校だけど、司法書士試験で

は新参らしいし、、、一応資料請求しとくか」と、その

程度の認識でした。 

届いた資料を見て、まずひとつ。「リアリスティッ

ク一発合格」の言葉に惹かれました。講座名に「一発

合格」を冠する、しかも「リアリスティック」なんて

形容詞がついている。一体どんなカリスマ講師なのだ

ろうか．．．。勝手な人物像を巡らせつつ、パンフレッ

トを開くと、なるほど、経験に裏打ちされた確かな説

得力がある。2～3 年かけて合格まで持っていけれ

ば．．．という当初の発想は吹き飛びました。この講座

でなら、一発合格が目指せる。 

資料請求した時点で、2019 年の 3 月。2020 年の秋

には合格を手にし、2021 年には登記実務のスペシャ

リストとして活躍する自分自身の、具体的なイメージ

が湧いてきました。「司法書士になる」という”目的”

に対して、”手段”に過ぎないはずの「講座」ですが、

私の場合、この説得力あふれる『リアリスティック一

発合格松本基礎講座』との出逢いが、「司法書士にな

る」という目的自体を一層魅力的に、引き立ててくれ

たように思えます。 

私のとった勉強方法 

〈兼業受験生として〉 

フルタイムで働きながらの兼業受験、その時点で他

のライバルと同じ心持ちで臨んでは、一発合格など絵

に描いた餅であることは言うまでもありません。加え

て私は地方在住の通信受講生。そもそも、他のライバ

ルがどういった勉強をしているのかが、見えない環境

にありました。 

翌年の合格を見据えてどういったスケジュールを

立て、どうやってそれを着実に実行していくのか、こ

れに合否の 99％が懸かっている。大げさでなく、そ

う思いました。「兼業受験生だから」と、甘えのある

スケジュール感で臨むのは論外ですが、「兼業受験生

だから」と、気張り過ぎて実現困難なタイトなスケジ

ュールを立て、ついていけなくなっても本末転倒です。

講座視聴を完遂できずに断念する受講生も少なくな

いと聞き、「無理なく、計画的に」をモットーに、日

常生活と勉強の両立を図っていきました。 

〈インプット段階〉 

5 月スタートコースで、約 2 週間に 1回、5～6 コマ

分の DVD が送られてきます。順調にいけば、翌年 4

月（本番 3 か月前）に全 124 コマが視聴完了するスケ

ジュールです。まずはそれを溜めずに視聴すること、

実はこれだけでもかなりの大変さです。1 コマが約 3

時間なのですが、フルタイム勤務をしながらこの 1

コマを一気に見るのは、体力的にもかなりしんどいで

す。というか、一気に見たところで到底頭に入りませ

んので、限られた時間の中でインプットしていかなけ

ればならない兼業受験生としては、そのような進め方

は非効率的とも言えます。私は以下のように視聴を進

めていきました。 

私は、平日と休日で勉強パターンを変えていました。

平日には、出勤時刻の 1時間半前に起床し 1/3 コマを

視聴、帰宅して就寝前に 2/3コマを視聴、翌朝の出勤

前に残りの 3/3 コマと視聴、と、1コマの視聴完了に

1.5 日をかけ、3 日で 2コマ、平日のみで確保できる

時間の中で、2 週間に 1度届く講義 DVD を消化してい

フルタイムで働きながら一発合格！ 
松本基礎講座との出逢いが「司法書士にな
る」という目的自体を一層魅力的に 

令和 2 年度合格者  Ｔ.Ｓさん 

受験回数 1 回 
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くスケジュールにしました。これ、言うほど楽ではな

いです。何事もなければ 20 時には帰宅できますが、

仕事の関係で遅くなるときもあれば、突然の飲み会や

社内研修で結局勉強できなかった日もあります。それ

でも、例えば翌日の帰宅後はいつもより 1/3 コマ多く

視聴して間に合わせるなどして、2 週間に 1 度新しい

講義 DVD が届くころには未視聴分が残っていないよ

う、スケジュールは厳守しました。 

休日は、基本的に平日に視聴した講義の復習です。

対応する択一過去問を解いたり、ただ線を引くだけで

理解できていなかったテキストの部分の DVD を再度

視聴したり。平日と異なり、「決まった量をこなす」

といった進め方をしない分、柔軟に予定を動かせるよ

う、平日のようにスケジュールでがんじがらめにする

ようにはしませんでした。比較的余裕のあるときはテ

キストを片手に趣味の温泉巡りに出かけたり、ストレ

スなく勉強を継続できる環境を保てたのは、大きかっ

たと思います。 

〈アウトプット段階〉 

10 月から、2 週間に 1 コマのペースで記述対策の

DVD も届くようになります。記述式の問題は 1 コマに

つき 2問付属しているので、休日を記述対策に充てて、

1 週間に 1 問のペースで解いていきました。このころ

になると、「勉強癖」とでも言うのでしょうか、平日

起床後の 1 時間弱と帰宅後就寝までの数時間は、勉強

していないとどうにも落ち着かない感覚が出てきま

す。それに対して、講義 DVD の記述対策回は休日に視

聴するようになったので、平日の講義 DVD の視聴ペー

スに若干の余裕ができていました。この余裕を、テキ

スト回しに充て始めました。 

テキスト回しに着手した時点で、すでに一度講義

DVD を視聴し、休日を充てた復習を一応経ています

（＝インプット段階）。「理解不能」「意味不明」な記

述はテキスト上に存在しない前提で、あとは記憶力と

の勝負です。記憶の定着は、アウトプットを『繰り返

す』ことで促されます。松本先生の仰る通り、テキス

トの一部を隠しながら読んでいき、記憶すべき事項を

アウトプットしていくのが理想的なテキスト回しの

進め方だと思います。 

しかし、それを何周も何周も『繰り返し』定着する

まで、机に向かい合って続けていく時間的余裕は、私

には無いと考えました。そこで、小さめのホワイトボ

ードとポケットサイズの手帳を使って、この『繰り返

し』プロセスを自分の日常生活に合わせてカスタマイ

ズできないかと試みました。「①まずは一度、テキス

トでアウトプットを試みる→②アウトプットできな

かったものを自室のドアに貼ったホワイトボードに

書き写し、1 日の間、ドアを通る度にアウトプットを

試みる→③それでも翌朝時点で覚えていなかったも

のを手帳に書き写し、通勤の電車内や信号待ちの間、

昼食を食べながら等、隙間時間を活用してアウトプッ

トを試みる」、この一連の流れを毎日行っていました。

手帳に書き写したもので、アウトプットができるよう

になってくれば、そのページを切り取って、自室の壁

に貼り、週 1回程度の周期で見返します。民法、不動

産登記法、会社法・商業登記法のテキストに関しては、

こういった進め方で4月の講義DVD全コマ視聴完了ま

でに一巡ができました（その頃には、もう自室の壁は

貼れるところがないくらい、切り取った手帳のページ

で埋め尽くされていました）。 

4 月以降の全コマ視聴完了後は、平日はテキスト回

しのペースを上げ（民法、不動産登記法、会社法・商

業登記法は計 5 周しました）、マイナー科目のテキス

ト回しも開始（計 3 周ほど）。この頃になると、択一

過去問にあまり時間を費やさなくなりました。民法、

不動産登記法、会社法・商業登記法と、過去問からの

出題が多い供託法は 2 周解きましたが、その他の科目

は 1 周解いたのみで、基本的にはテキストメインで勉

強を進めていきました。 

休日は「司法書士オープン」を受講しつつ、記述対

策講義の問題をもう 1 周解いてみるなど、記述式対策

をメインに時間を割きました。コロナの影響で試験日

程が延期したのもあり、オープンと模試の記述式はそ

れぞれ 2周解き、過去 3 年分の記述式過去問を 1 周、

他社の模試も 1 度受験しました。 

記述式の勉強について一つ挙げるとすれば、これは

あくまで私の場合なのですが、「申請例」は確かに大

事な要素ではありますが、その一字一句にこだわって

丸暗記に偏重してしまうよりは、「申請の流れ」を理

解することが重要であると感じました。実は私、申請

例のシャドウイングは殆どやっていません（事例無し

で申請例を読み上げるだけでは全く頭に入らず、早々

に取りやめました）。一方、テキストに記載されてい

る「事例」と、それに沿った「申請の流れ（1/2とし

て何を申請し、2/2 で何を申請するのか）」は、重宝

しました。「なぜ先にコレを申請するのか、なぜソレ

は 2 番目に申請し、アレは申請しないでいいのか」、

オープンや模試、過去問で間違えた箇所についても、

そういった「申請の流れ」を重要視した復習を心掛け

ました。本番でも、登記事項を書き間違えたり根拠条

文をド忘れしたり添付書類をすっ飛ばしたりといっ

たミスは“かなり”やらかしましたが、大きな枠ズレ

は無く、「流れ」をつかめた解答を提示できたことが、

得点に繋がったのではないかと思っています。 

〈本番〉 

ペース配分。これだけです。人それぞれ得手不得手
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はあると思いますので、積み重ねたオープンや模試で、

自分の理想的なペース配分を算出し、それを確実に実

行するだけだと思います。例えば、一般的に「憲法は

難しいから後回しすべき」と言われますが、私は学生

時代、憲法専攻で得意分野だったので、真っ先に解く

ことで自信を持ったスタートを切れていました。本番、

気の迷いで解く順序を変えたり、「あと一分だけこの

問の検討を．．．」とペースを乱すのは禁物です。時に

は問 1 問を丸々切り捨てる勇気も必要だと思います

し、私は今回、その勇気を出せたからこそ、合格ライ

ンに滑り込めたと思っています。 

最後に 

とまぁ、ここまで書いてはみましたが、正直なとこ

ろ本番直後は、今こうやって合格体験記をしたためる

ことになるとは思っていませんでした。もっと効率的

なやり方があったのではないか、もっと勉強の密度を

上げることができたのではないか、、、満足とはいえな

い択一自己採点結果を前に散々反省しましたが、確実

に言えるのは、泣いても笑ってもその点数が今の自分

の『実力』に他ならないということです。その実力レ

ベルをいかに「無理なく、計画的に」引き上げること

ができるのか。結果として、一発合格を成し遂げるこ

とができたのは、前述のスケジュールを着実に実行で

きたことが、一番の勝因であったと思います。 

松本先生が導入講義で仰っていたことに、この講座

について、「自転車は貸します、あとは漕いでくださ

い」と例えられています。漕ぎ方を決めるのは受講生

次第です。どのくらいのスピードで、どのくらいの力

を込めてペダルを踏み込むのか。その How to につい

て、私自身の体験が、司法書士試験合格を目指す皆様

にとって少しでもご参考になれば幸いです。 
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合格者の 

声 
 

はじめに 

大学生の頃に特上カバチという法律家のドラマを

見て、法律家という仕事に興味を持つと同時に、法律

を知らないことによって起こる紛争の怖さを知り、紛

争を未然に防ぐ、予防法務を主な仕事としている司法

書士を目指しました。 

大学時代に体育会の部活に入っていたため当時は

勉強があまりできず、大学卒業後の 1回目の受験では

基準点に 1 点足らずに、記述の採点がされませんでし

た。 

そこで 1 年間真剣に 1 から勉強して、2 回目の受験

で落ちたらこの試験から撤退しようと思い、辰已の松

本先生の基礎講座を申し込みました。 

私のとった勉強法 

リアリスティック一発合格松本基礎講座 

1 回目の受験ではとにかく時間がなかったため、他

の予備校のまとめ本と過去問集だけに絞ってそれを

繰り返しまわしていました。しかし、それだけでは知

識量が少なく、基準点付近の点数しか身に付きません

でした。 

そのような失敗を 1回目の受験で経験したため、合

格するために必要な知識量が用意されている基礎講

座を受講しようと考え、松本先生の基礎講座を受講し

ました。 

松本先生の講座ではリアリスティックテキストと

いう合格に必要な知識量を網羅しているテキストを

使います。そしてそのテキストの効果を最大限発揮さ

せるのが、松本先生の説明と色ペンでの必要知識の仕

分けです。特にこの色ペンでの知識の仕分けには驚か

されました。赤ペンでは必ず記憶するところ、青ペン

では理由づけなどというように事細かに知識を仕分

けしていき、テキストを復習時にとても速く回せるよ

うに講義の中で加工していきます。 

つまり、この講座を受講して松本先生の指示通りの

勉強法を実践すれば合格までの時間が格段に短くな

るということです。そのため私は、この講座で司法書

士試験の知識だけでなく、勉強とはこのようにするん

だ、という勉強の根本を先生に教わりました。 

勉強法（択ー） 

私が択一の勉強で一番重視したのはテキスト読み

です。主要四科目のリアリスティックテキストは 1

年間で 10 回、マイナー科目は 8 回、回しました。こ

の回し方には少しコツがあります。それは、テキスト

を一字一句、隅から隅まで読まないということです。

おそらく合格者の中でもテキストを隅から隅まで覚

えて合格している人はいないと思います。この試験の

勉強範囲は膨大だからです。 

そのため私は、松本先生の授業で引いた下線の部分

だけをひたすら読み進めていきました。松本先生の引

いた下線は覚えるところ、そして理由づけを中心に構

成されています。また下線部同士で話がつながるよう

になっているので、下線部分を読むことでテキストの

重要部分をインプットできます。そして下線部の文字

を隠せばアウトプットも出来ます。そのためテキスト

を 9 割がたメインにして択一の勉強をしていました。 

そして過去問なのですが、これはテキストの知識の

当てはめというかたちで使っていました。そのため私

は全科目、過去 10年分を 3 周ほどしかしませんでし

た。「1+1=2」という過去問を覚えても、本番の試験で

「2+13=15」や「3×4=12」という問題がでたらそれを

解けなければ意味がありません。つまり答えを覚える

のではなく解き方を覚えるということが一番大事だ

と思っています。そのためにテキストでなぜこの答え

になるのかしっかり理解することの方が大切です。 

勉強法（記述） 

私は記述があまり好きではありませんでした。なぜ

なら時間が少なすぎるからです。特に不動産登記法に

は苦労しました。短い時間の中、枠ずれリスクもあり、

問題文の文字がびっしり詰まっていて、とても人間の

読むものではないと受験時代に 500 回ほど思ってい

ました。しかし、やるしか合格の道はないため、リア

リスティック講座の記述練習問題を 4周ほど回し、イ

合格に必要な知識量を網羅しているリアリ
スティックテキストと、その効果を最大限発
揮させる講義に驚かされた 

令和 2 年度合格者  Ｙ.Ｓさん 

受験回数 2 回 
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ンプットとアウトプットを兼ねました。そして、1 つ

でも論点を間違えた問題は、できるようになるまで繰

り返しました。具体的には、手を動かす時間がもった

いなかったため、記述の解答を紙で隠して口で答えを

言っていき、間違えたらチェックするというやり方を

していました。 

記述のひな形も同じやり方です。そのため実際に手

を動かして用紙に答えを書くのは模試の時くらいで

した。そして私が記述で特に意識したことは、とにか

く枠を埋めることです。 

白紙で出せば 0 点です。わけのわからないことでも

解答に、かすりさえすれば部分点がもらえます。これ

は記述という試験形式の良いところです。完璧でなく

ていいんです。こういう細かい執念のようなものが最

後に合否を決めていくんだと私は思います。 

本試験当日 

午前の部は松本先生の出題予想の通りに問題が出

たため、全肢検討を行い冷静に問題を解けました。民

法→会社法→刑法→憲法の順番で問題を解き、時間は

30分ほど余りました。 

お昼は、おにぎりと菓子パンを 1 個ずつ食べて、ス

マートフォンのアプリでゲームをして午後に向けて

リフレッシュをしました。 

午後の部でも同じように択一は、供託法→司法書士

法→民事執行法→民事保全法→民事訴訟法→商業登

記法→不動産登記法の順で全肢検討をして解きまし

た。 

その後記述は、商業登記を先に解き、最後は不動産

登記を解こうと問題を読んだ時、問題の形式が、模試

や過去問と少し変わった形式で出題されていたので

戸惑いました。 

その時点で商業登記の記述で時間を少し多く使っ

てしまったため、残り時間が 45 分ほどしかないこと

に時計を見て気づき非常に焦りました。 

その後、間題文を読んで解答を考えましたが、焦り

もあり答えがわからなかったので仕方ないと割り切

り、とにかく解答用紙の枠を埋めることをしました。

この時も松本先生の記述の推定採点基準レポートを

思い出しました。この推定採点基準のレポートとは、

松本先生が毎年記述の解答用紙を分析して、どこにど

の程度配点がされるのかをまとめたものです。これを

私は事前に読んでいたため、焦らず「これかな？」と

いう答えを、配点が高そうな枠にとにかく埋めていき

ました。この時は本当に生きている心地がしませんで

した。しかしやるしかないと割り切り、感情を捨て、

機械のようにペンを動かしました。 

結果的にこの行動が合格という結果につながった

のだと思います。そして、試験終了の合図があったと

きは放心状態でしたが、今やれることは、やり切った

という達成感がありました。 

試験が終わった後、家で自己採点をして非常にドキ

ドキしたのですが、冷静になって、この試験は相対評

価の試験であるため、基準点が何点になるのかなどは

考えないことにしていました。 

後進へのアドバイス 

司法書士試験は簡単な試験ではありません。適当に

これくらいでいいかという覚悟では受かりません。だ

からこそ価値があり、たくさんの人々が欲しがる資格

です。 

そのため合格するには、目の前の課題に誠実に、そ

して謙虚に、一つ一つ逃げずに向き合っていくことが

大切だと思います。そしてその能力や姿勢は、合格し

た後もより重要で求められるものなのではないのか

と思います。 

最後に 

最後に本当に私は、2020 年の司法書士試験に運良

く合格することが出来ただけだと思っています。松本

先生をはじめとする司法書士試験受験関係者の方々、

友人、そして家族には本当に感謝をしています。私は

本当に周りの人々恵まれていました。そして、これか

らも謙虚に誠実な仕事ができるような人間を目指し

ていきたいと思います。 
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合格者の 

声 
 

はじめに 

司法書士試験を受けようと思ったきっかけは、夫が

転勤族のため引越しが多く、引越先々でパートの仕事

が見つけやすくなるかな～という、軽い気持ちからで

した。法律に関しては全くの無知でしたが、以前に法

律事務所での事務パートをしたときに「司法書士」と

いう仕事があることを知りました。夫の転勤で引越し

となり短期間のパートでしたが、仕事が楽しく法律っ

て面白そうと思えたこと、勤務先の弁護士の先生に褒

められ司法書士を勧められたことが影響していたの

だと思います。次の引越先では同じような仕事が見つ

からず「しばらく専業主婦になるなら、司法書士試験

というものを受けてみようかな？」という気持ちにな

りました。今思うと「軽く考えすぎ！」と思うくらい

気軽に勉強を始めました。 

私のとった勉強法 

独学で 

軽い気持ちの受験決意から初受験までの 8 か月は

市販のテキストを使用し独学で勉強しました。しかし、

法律初心者の私は法律独特な文章の読解に苦しみ、ま

た、想像以上に広い試験範囲に圧倒されました。独学

なので疑問に思ったことはそのままで理解が不十分

なまま 1 回目の受験は失敗に終わりました。 

松本先生の講座を受講して 

試験後すぐに「基礎から知りたい」という気持ちで

予備校を探しました。一度でも受験経験があると中上

級コースを進める予備校もありましたが、自分は基礎

が分かっていないと自覚していたので、あえて基礎講

座を探しました。辰已法律研究所では松本先生の基礎

講座を紹介していただきました。検討のために講義の

無料動画を見たとき、テキストを画面に映しながら直

に書きこんでいく授業が「分かりやすそう！」と思い、

松本先生の基礎講座に決めました。 

受講を始めてから試験日までの１年間は、とにかく

松本先生の指示通りにこなし続けてきただけです。松

本先生はやる事を全て指示してくださいますので、余

計なことは考えずに勉強に集中できます。直前期は自

分の立てた計画（この計画も松本先生の指示です）を

こなすことだけでいっぱいいっぱいでした。引越など、

どうしても勉強できない日を除いて毎日勉強を続け

ました。 

令和１年８月（受講開始）～令和２年４月初旬（受講

終了） 

講義の予習・復習、講義ごとに指示された択一過去

問、申請書の音声学習以外は勉強をしていません。こ

の時期は記憶することより理解することを意識して

勉強をしました。時間に余裕ができるとテキストを読

み直したり、講義を聞き直したりしたくらいです。今

思うと 4 月からの大変さを知らずに、ずいぶんのんび

り勉強していた時期だと思います。 

この期間は、松本先生の講義が楽しくて楽しくて次

の講義が待ち遠しいくらいでした。8 月に申し込んだ

ため 5 月開始の基礎講義はすでに進んでいたのです

が、１カ月ほどで追いつきました。講義では「なぜこ

うなるのか」と理由や経緯まで説明があり、時々出て

くるゴロ合わせなどもあり、単純暗記が苦手な私でも

理由とともに覚えることができました。独学ではなか

なか理解できなかった部分が、松本先生の説明を聞い

ていて「あ～、そういうことか。」とスッと頭の中に

入ってきました。また、理解が難しい部分でも、講義

に合わせて指示される択一過去問を解くことで理解

が進みました。テキストでも過去問でも、疑問に思っ

た部分は講座専用ブログに質問でき、すぐ松本先生か

ら返答があるのでつまづくこともなく進めることが

できました。早いときは 30 分経たずに返答があるの

でとても助かりましたし、通信生なのに松本先生がい

つも見てくださっているという安心感もありました。 

申請書の書式に関しては、この時期に音声学習でほ

ぼ覚えることができていました。講義の視聴は自宅で

もできたのですが、わざと校舎で視聴するようにして

その通学中に歩きながらイヤホンで申請書の音声学

習をするようにしていました。講義と並行して申請書

松本先生はやる事を全て指示してくれる。 
余計なことは考えずにその指示通りにこなし
続けて勉強に集中 

令和 2 年度合格者  Ｔ.Ｃさん 

受験回数 2 回 
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の音声を聞くことで、「これは講義で先生が説明して

たあの部分だから、この添付書類なんだ」など理由を

思い出しながら聞くことができて理解がぐっと深ま

りました。また不動産登記法や会社法など理解するこ

とが難しかった講義は、講義の音声をイヤホンで聞け

るようにして通学中や買い物中に歩きながら聞いて

いました。ちょうど視聴し終わったばかりの講義を歩

きながらイヤホンで聞いて頭の中でテキストを思い

浮かべるという作業は暗記が苦手な自分なりの工夫

でしたが、効果があったことの一つだと思います。 

２月に引越しがあり、ビデオ視聴のため通っていた

校舎に通えなくなり今後の答練の受け方など全て変

わることになりましたが、通学していた校舎のスタッ

フの方が親身に対応してくださり、また松本先生にも

メールで相談しアドバイスをいただき、安心して引越

しすることができました。 

令和２年４月初旬～6 月 

講義を全て視聴し終わり、この時期は記憶すること

を重点に進めました。一番苦しかった時期です。テキ

ストは講義で理解できているので、理解とともに記憶

も多少できているのだろうと思っていました。しかし、

択一過去問を解いたときに、膨大な試験範囲のためか

ほとんど忘れていることに気が付きました。もともと

暗記することはとても苦手で、検討を重ねながらじっ

くり考えることの方が得意でした。だから、記述のよ

うな考える問題が好きで択一の覚える勉強が苦手、と

いう意識がありました。苦しいときでも、一日の最後

に記述問題を解くことを楽しみに、朝からテキストを

記憶することを頑張りました。 

このころは 7 月に試験があると思っていたので、直

前期用の計画を立てて進めました。残りの日数で割り

振り、その日の目標をテキスト〇〇ページ・択一過去

門は〇問以上、と決めて進めました。テキストは忘れ

気味の部分を思い出しながら読むのでなかなか進ま

なく、択一過去問は問題文を理解するだけで時間がか

かり解く以前の問題でした。ただただ目標を達成する

ことを考えていたので何時間勉強したかはあまり気

にしませんでした。毎日の計画をこなすことだけでい

っぱいいっぱいで、難しい、苦痛…と何度も思いまし

たが「計画だけはこなそう」と頑張り続けました。家

の事はしっかりとやりたかったので、家事を優先し、

他の時間は全て勉強をしました。他の事は試験が終わ

るまで後回しと決めましたが、毎日ギリギリの状態で、

自分が立てた計画をこなしていました。 

こんなに頑張っていても５月の答練では、まだ分か

らない問題がほとんどで、さらに記述も時間が足りな

く基準点を下回っていました。講義で理解できていた

と思っていたのに問題になると全然わからなくなり、

「今年受かるのかな。ダメかも」と不安と焦りでいっ

ぱいで勉強を続けていました。 

今年は試験日延期、さらに試験日程が決まらず、先

が見えないマラソンをしているような時期があり精

神的につらかったのですが、そんな時期の勉強法も松

本先生の指示があり、勉強計画を長期用に修正しペー

スを変更しつつ勉強を続けました。 

令和２年 7 月～8 月 

７月に試験日が発表されると、元の計画通りに、テ

キストを回すペースを速めながら勉強を続けました。 

自分なりの手ごたえを感じ始めたのは８月の答練

や模試、年度別過去問を解いたときです。４月から数

えて全テキストを６～７周したところでした。答練で

分かる問題が増えていることに驚き、年度別過去問は

軽く 30 問以上とれ、時間配分もできるようになりま

した。このころから、テキストの読み込みが早くでき

るようになり、全テキストを 10 日かからずに回せる

ようになってきました。さらに、択一過去問を解くと

きの苦痛がなくなり、「もっと問題を解きたい！」と

勉強が楽しくなってきていました。 

記述は択一よりもいい点がとれていたので、苦手な

択一の勉強を重点的に勉強しました。また、民訴系の

科目の理解が不十分だったので、他の科目よりテキス

トを回す回数を増やしました。松本先生のアドバイス

で「効率的に点数をあげるために、得意なところより

苦手なところを勉強するように」を参考にしていまし

た。 

令和２年９月～試験１週間前 

このころ、他校模試を何回か受けたのですが、「あ

れ？今回の模試って易しい問題ばかり？？」と思うく

らいスイスイ解けて、ずっと悩んでいた午後択一の時

間配分も目標通りに１時間きっかりで終わるように

なっていました。成績も「あれれ？なんで？」と思う

くらいぐんぐん上がっていって自信となっていきま

した。 

択一過去問は４月から全過去問を１.５回（間違え

た問題を正解になるまでループ）を２周終わらせたの

で、松本先生に相談したところ、残りの数週間で、苦

手としている午後択一の過去問をもう一度解くよう

に言われ、計画のスケージュールをこなしながらも午

後択一対策に時間を費やしました。おそらく、この松

本先生のアドバイスが本試験午後択一で、苦手だった

割に高得点を取れた理由だと思います。 

試験１週間前～試験前日 

テキストは直前期の 4 月から既に 10周回していま

したので、この１週間は記憶があいまいなところに張

った付箋部分を暗記していくことを重点に置いて１

週間で全テキストを２周回しました。択一過去問も並
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行して進めていましたが、このころは択一過去問が簡

単に思えてどんどん解くことができました。４月のと

きと比べ、択一過去問が、こんなに易しく感じ素早く

解けることが不思議でした。今思うと、こう思えるこ

とが合格できる状態に近づいていた一つの目安にな

るのかな、と思います。 

本試験当日 

前日に緊張してほとんど眠れなかったため、少しボ

ーっとした感じで午前の試験を受けました。思考力が

鈍っているのが分かり、午前が終わった時点で落ち込

んでいました。自信があるのは 20 問程。他はほとん

ど二択にしぼれただけだから基準点にいかないかも、、

とショックで昼休みに夫に電話しました。「二択にし

ぼれたんならその半分が合っているとして合格点と

れそうだよ」と言われて「あ！そっか！合格できるか

も！」と気分が一機に変わり眠気もなくなっていまし

た。その後の午後の試験は楽しんで受けることができ

ました。 

午前も午後も問題文を読みながら、「これって松本

先生が出るっていっていたところだ！」「テキストの

あの部分の問題だ！」と思うことが多かったです。午

後の時間配分もきっちりでき、択一に見直し時間入れ

て 1 時間、記述の不動産登記法で 1 時間弱、商業登記

法で 1 時間強で、ギリギリ終えることができました。

最後の商業登記法はだいぶ焦りましたが、最後まで書

ききることができました。 

「試験、楽しかった～！」が、終わった直後の感想

です。 

試験後は松本先生に記述の採点予想も含めて「合格

発表が楽しみです」という言葉を頂き、合格発表まで

安心して待つことができました。 

最後に 

松本先生を信じて 1 年間ついていって本当によか

ったと思っています。直前期の 7 月に松本先生から

「基礎講座の受講生は本試験までまだまだ伸びます」

という言葉をいただき半信半疑でしたが、本当に驚く

ほど尻上がりにしかも短期間でググっと伸びました。

私は他の先生を知りませんが、松本先生は受講生を

「受からせたい！」という思いがとても強く、また徹

底して試験の分析をしている先生だと思います。短期

で効率よく合格したい方は松本先生の講座を受ける

ことを強くオススメします！ 

また、勉強を続けるためには家族の理解や応援がと

ても心の支えになりました。こんなにもきつく苦しい

勉強を続けられたのは、ホッとできる時間があったか

らだと思います。 

司法書士試験の受験勉強はとてもとても辛いとき

もありますが、自分が選んだ先生を信じてあきらめず

についていけばきっといい結果が待っていると思い

ます。頑張ってください。 
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合格者の 

声 
 

はじめに 

自由に働きたい、専門性を身に付けたい、専門性を

生かして社会の役に立ちたい、そんな思いが士業、中

でも独立開業のハードルが比較的低い司法書士を目

指すきっかけとなりました。司法書士試験の勉強をす

ぐにでも始めたいと思っていましたが、本屋で目にし

たテキスト・過去問集の膨大な量は想像を超えており、

まずは行政書士試験の合格を目指し、合格できたら司

法書士試験に挑戦することにしました。ほぼ初学者で

勉強に取り組み、行政書士試験は３回目で合格するこ

とができ、その後司法書士試験の講座をとり、約１年

半の勉強期間を経て２回目の受験で合格することが

できました。司法書士の受験生活では、夫の単身赴任

によるワンオペ育児、週３回弁護士事務所にて勤務し

ていたので、家事、育児、仕事と勉強との両立に非常

に苦心しました。同じような主婦受験生の方に，私の

体験記が参考になれば幸いです。 

私のとった勉強方法 

平成２９年１１月の行政書士試験受験後、合格の手

応えを感じたので発表を待たず、すぐに司法書士試験

の講座を検討し始めました。とにかく早期に合格した

いという思いがあり、春から開講している講座を冬か

ら追いかけていき、翌年７月合格を目指す、松本先生

の基礎講座の「追っかけチャレンジ」という講座に興

味を持ちました。行政書士の受験勉強では、講師の話

すスピードが遅いのが嫌で独学を選択した私にとっ

て、松本先生の話ぶりは早いけれども聞きやすく、一

度に入ってくる情報量が多く、自分に合っているなと

思いました。また効率的な勉強方法を確立されている

点、徹底的に司法書士試験について研究されている点

に惹かれ、松本先生の基礎講座を受講することに決め

ました。当時１歳半の息子がいたため、講座は通信

（DVD）で受講しました。結局合格までに答練や中上

級講座等は一切とらず、基礎講座のテキストと過去問

をひたすら繰り返していました。また本試験の時間配

分の練習として、直前期に初年度は２回、合格した年

度は１０回、他の予備校開催分も含め模試を受験しま

した。 

択一対策について 

基礎講座のテキストに書かれている内容を、全て暗

記する勢いで読み込みました。私は合格した本試験ま

でテキストを１１回転させましたが、序盤は全科目、 

約４０００ページのテキストを一回しするだけで２

ヶ月程かかっていました。一回し終わり、また初めの

科目に戻ったときに、「あれ、初めてみるような文章

だ・・」という状態で、覚えては忘れ、覚えては忘れ、

人は本当に忘れる生き物だなと、これほどまでに実感

したことはありません。この膨大な試験範囲が、司法

書士試験の挫折者を生んでしまうのだと思いますが、

この状態になっても、とにかく諦めないことが大切で

す。私は回数が上がるにつれ、読む速度が早くなり、

最後は ５００ページ程を１日で読めるようになって

いました。特に登記法のテキストについては、７回目

くらいから、しっかり理解して淡々とページをめくれ

るようになり、９回目以上になると、目視でページを

進めることができるようになりました。私は松本先生

の「このテキストに書いてある知識だけで合格水準に

達する」という言葉を信じ、それ以外のテキスト等は

一切購入せず、手を広げないで集中的にインプットし

ました｡ 

松本先生のテキストは、単に知識が羅列されている

のではなく、制度趣旨まで書かれており、それが記憶

を呼び起こすことに役立ちます｡また語呂合わせも多

く活用されており、膨大な量の暗記を助けてくれまし

た。一番記憶量が多いのは会社法・商業登記法で、特

に組織再編、募集株式の発行は混乱しやすい箇所かと

思いますが、丸暗記ではなく理由から考え、苦手意識

を持つことなくスムーズに覚えることができました。 

択一対策のアウトプットは、択一過去問本を活用し

ました。具体的には、平成元年から２８年分の過去問

を、１年半の間に５回転し、間違った問題だけさらに

追加で解いていました。過去問の扱いについては色々

基礎講座から手を広げず、基本を集

中的にインプットし、1年半合格！ 

令和元年度合格者  Ｔ.Ｋさん 

受験回数 2 回 
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と意見が分かれるところではありますが、合格水準の

受験生は、出題実績のある問題は本番で間違ってこな

いという現状を考えると、自分も最低限その水準には

達している必要があるなと思っていたので、私は択一

過去問本を活用していました。 

記述対策について 

不動産登記法、商業登記法の記述を解くにあたり、

申請例の雛形を、各１２０個程度暗記しなければなり

ませんが、私は申請例のヒアリングと、先に書きまし

たテキストの読み込みで雛形は暗記しました。松本先

生の基礎講座には雛形の申請例と条文の音声データ

がついているので、私は１人で歩くときは申請例を聞

きながら歩いていました。苦手な雛形はなかなか暗記

できませんでしたが、大抵の雛形はいつの間にか覚え

ていました。 

記述式問題は高速で膨大な量の情報を整理し、必要

な登記申請を構成しなければなりませんが、書類を効

率的に処理し、時系列にそって記号で情報を整理して

いく松本先生の解法のお陰で、いつも比較的早く、楽

しみながら記述は解けていたように思います。 

記述の演習は別途問題集など購入せず、１年半の間

に受けた模試の問題をもう一度、基礎講座で扱った問

題を３～４度解き直しました。これらは本試験の予想

問題を兼ねているということと、ミスがあるのに新し

い問題をたくさん解く必要はないと思っていたので、

完璧に解けるまで同じ問題を解き続けました。 

合格までの道のり 

私は家事、特に育児については受験勉強を理由に手

を抜くことはしたくなかったので、育児と勉強を同時

にすることはありませんでした。というより２歳児育

児も試験勉強も、どちらも同時にできるほど容易なこ

とではなく、必然的に同時にできなかったと言った方

が正しいかもしれません。育児にも充分な時間を割き

たかったため、睡眠時間を含め、とことん自分自身の

時間を削り、また極わずかの隙間時間も勉強に当てま

した。１日１０時間以上の勉強が当たり前になされる

司法書士受験生ですが、私は仕事がある平日週３日は

４〜５時間、仕事がない平日週２日は７〜８時間（直

前期は８〜１０時間）、土日は夫が単身赴任中のため

主に育児をする必要があり、５時間程度しか勉強でき

ませんでした。まとまった勉強時間は保育園に行って

いる間か、子供が夜寝た後（土日は昼寝時も）にとっ

ていました。それ以外に自分１人の時は、バス・電車

移動時、各種待ち時間、昼食時は、欠かさず勉強して

いました。時間でノルマを決めず、分量でノルマを決

めていたので、常に外出時はテキストか過去問を持参

し、テキスト１行、過去問１肢でも多く勉強を進める

ぞという気持ちでいました。 

ほかに勉強時間の確保について、睡眠時間の調整と

体調管理について気を遣っていました。昨年度の直前

期に、勉強時間確保のため睡眠時間を削りました。し

かし夜中に何度も子供の世話をしなければならない

時期で、細切れで４時間程度しか寝れない日が続いた

結果、６月の超直前期に蓄膿症になりました。体調を

壊すと勉強のパフォーマンスが下がり大変非効率で

す。その時の反省を踏まえ、今年度は体調に影響がで

ない６時間睡眠を基本とし、６月以降は５時間半睡眠

で本試験まで体調をもたせました。また洗面所、トイ

レ、キッチンの壁に図表を貼り、歯磨きやドライヤー、

料理を作っている合間等に勉強できるようにしてい

ました。わずかの時間ですが１日に目にする機会は多

く、苦手な分野の暗記物は大抵この方法で攻略してき

ました。 

とにかく日々時間がなく、テレビは年明けから子供

番組を除き見ませんでしたし、美容院にも行っていま

せん。座って休む暇もなく、洗濯物を畳む時と、お皿

を拭いている時が、私にとっての日々の休憩時間でし

た。しかしその分、直前期の GW には家族で旅行に行

けましたし、春と秋は、ほぼ毎週末お弁当持参で子供

と動物園に行き、それ以外の日も外に子供と２人で出

掛け、四季を感じることを大切に過ごすことができま

した。 

今年度の本試験について 

午前は点数をかせぐべく高得点を狙って取り組み

ました｡いつも得意の民法親族法から解くことにして

いましたが、新しい判例からの出題で 1 問目から血の

気がひきました｡しかし午前は時間に余裕があるので、

丁寧に全肢検討、見直しも全問行い、終了後は基準点

は超えているだろうといういつも通りの感覚でした｡

午後択一はマイナー科目から解き、商業登記法終了時

点では、いつもより早いペースで回答できていました

が、不動産登記法の半ばで異変に気付きました。問題

文が異様に長い問，前登記事項や細かい論点を聞いて

きた工場抵当の問に、時間をとられた上に正解してい

る感覚が全くありませんでした｡記述に取りかからね

ばならないタイムリミット 14時 10分がきてしまい、

択一 1問分解けないまま記述にうつりましたが、模試

ではいつも 14 時前後で択一を解けていたので、いつ

もより時間がないことに焦っていました。また不動産

登記法記述は手間のかかる区分建物からの出題で、

「早く書かねば」という思いばかりがつのり、どこか

違和感を持ちながら枠ずれを起こしてしまいました。

残り５０分で商業登記法記述にうつり、得意の吸収合
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併からの出題で集中力を高め、株主途中退席→相互保

有株式による議決要件の計算は、回し続けたテキスト

のページが頭に浮かび、解けている実感がありました。

残り５分の時点で最後の申請の添付書類が書ききれ

ておらず、焦りに手が震えながらもなんとかギリギリ

全て書ききることができました。結果午後はマイナー

科目、商業登記法の択一で得点できており、記述は枠

ずれ以外は概ねできていたこともあり、合格点にのせ

ることができました。模試よりも本試験のほうが、容

赦がない出題だったように思います。また本試験でも

最後まで諦めないことが大切です。 

最後に 

振り返ってみると受験生活は辛かったなと思いま

す。しかし本屋で行政書士試験の参考書を手にとって

から今まで、一度も勉強が嫌だと思ったことはありま

せん。いつも勉強時間がとれないことが嫌でした。必

ず合格する、そのために勉強は必要不可欠だからです。

その根底には司法書士になりたいという思いがあり

ました。司法書士試験の受験勉強は諦めたくなるタイ

ミングが何度もきます。そこを突破できる思いがある

方なら、いつか必ず結果が伴ってくると思います。 

合格発表の日、合格の自信があったわけではなかっ

たのですが、ここまでやった結果を見届けようという

思いで、１人で法務局まで発表を見に行きました。法

務局に向かって歩いている時、職員の方が１６時ちょ

うどに紙を貼り出した時、自分の番号を探している時、

立っているのがしんどいくらいなんとも言えない気

持ちでした。そして自分の番号を見つけた時、「あっ

た！」と声をあげ、努力が報われたことがとてもとて

も嬉しかったです。この日の気持ちを是非皆様にも味

わって頂きたいです。熱い思いをもった受験生の皆様

が、次の本試験で合格されますことを、心より祈念し

ています。 
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合格者の 

声 
 

はじめに 

私は高校卒業後、法律とは関係ない会社に就職しまし

た。その後宅地建物取引主任者の資格を調べてみて面白

そうだと思い、宅建の勉強をし、法律の勉強に興味を持

ちました。もっと法律について勉強したいと思い、夜間

の法学部の大学に入りました。 

入学後、司法書士の資格について知りました。そこで

司法書士を勉強しようと思いました。最初は他の予備校

で基礎講座を受けていました。しかし軽い気持ちで勉強

をしていたため、民法と不動産登記法までは何とか講義

についていったのですが、会社法で挫折しました。 

その後、4年生になり進路について悩んでいましたが、

友人が司法書士を目指していると聞き、自分もまた勉強

しようと思いました。大学で課外講座として、司法書士

講座が開講されると聞き、説明会に参加し、受講を決め

ました。課外講座を全部終えて平成 30 年度に初めて受

験しましたが、不合格となり、基礎知識が足りないと思

い、平成 31 年度試験に向けて、10 月から松本先生の基

礎講座を受講しました。 

私のとった勉強方法 

辰已の受講講座 

1 年目は大学の課外講座を受講しました。この基礎講

座は、辰已の先生が大学に来て、授業をしてくれました。

火曜日と金曜日の週２回の講義でした。講義終了後、次

の講義までに２回は復習をして、次の講義を受けるよう

にしました。年明けからはオープン科目別編と総合編と

公開模試を受講しました。 

２年目は平成３０年度試験合格発表があった後、リア

リスティック一発合格松本基礎講座を受講しました。２

年目も基礎講座を受講しようと思ったのは、平成３０年

度試験で正答率の高い問題を何問も落としていたから

基礎からやり直したいと思ったからです。また松本先生

のブログやツイッターなどを見て、基本を大事にしてい

る講座であることを知ったので、受講を決めました。１

０月からの受講だったため週５ペースで勉強しました。

松本先生の授業はとても印象に残りやすく、復習もやり

やすかったです。年明けからは去年と同じくオープン科

目別編と総合編と公開模試を受講しました。 

勉強方法（択一編） 

１年目は、講義で使用したテキストに加え、市販のテ

キストも買って勉強していました。テキストが増えてテ

キストの読み込みが甘くなってしまいました。直前期に

は過去問だけを回していました。過去問を解くことはと

ても大事なことですが、過去問だけの知識は断片的であ

るので、本試験で応用が利かなかったです。平成３０年

度本試験では総合点落ちでした。会社法が９問中４問し

か取れていませんでした。 

２年目はリアリスティック一発合格松本基礎講座の

受講を決めてから、松本先生と面談をして、勉強方法を

大きく変えました。テキストは講座のテキスト以外は使

いませんでした。テキストの読み込みを徹底してやりま

した。１年目では何も考えずにテキストは何回か読んで

おけば、頭に入ってるだろうという甘い考え方でした。

それでは全く意味がなかったので、目的をもって読むよ

うにしました。テキストを隠し、アウトプットしてから

答え合わせをするようにテキストを読みました。このよ

うにテキストを使ってからはほとんどの部分を暗記す

ることができました。３月までは主要４科目は 3周、マ

イナー科目は 2周くらいテキストを回しました。直前期

から本試験まではすべての科目のテキストを 6回を回し

ました。3 月まではテキストを全部読んで、直前期では

覚えている部分はすべて飛ばして読みました。全ての科

目でこの勉強方法をするようにしたところ、答練、模試、

本試験で点数が大きく上がりました。 

過去問は去年何回も回したので、ほとんど覚えていま

した。なので先生が講義で指定したところを 4月に１回、

6 月に 1 回だけやりました。見解問題と穴埋め問題は解

説だけ見て、知識問題だけ確認する感じで解きました。 

模試は 4月、5 月、6 月に他の予備校のも含めて 10回

くらい受けました。1 年目は直前期は過去問しかやって

いなかったので、過去問知識以外はまったく解けません

でした。2 年目はテキスト読み込みをやったので、初見

問題でも正解できるようになりました。模試と答練を受

けるときに意識したことはテキストと過去問に載って

いる知識かどうかです。テキストや過去問に載っていて

間違えたところは復習しましたが、載っていないものは

復習しないで一切無視していました。 

「テキストでアウトプット」で点数が大

きく上がりました 

令和元年度合格者  Ｔ.Ｓさん 

受験回数 2 回 
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択一式科目の学習についていくつかの留意点 

会社法 

私が 1 番苦労したのが午前の会社法でした。1 年目は

理解するのに時間がかかりました。会社法のテキストに

ついては他の科目よりたくさん読み込みをしました。最

初は理解できないところは飛ばして読んだほうがいい

と思います。何回か読みすすめ、商業登記法の択一や記

述問題も一緒にやっていくうちに理解できると思いま

す。 

理解ができても、次の段階として暗記することも苦労

しました。1 年目は見たことはあるけど、覚えていない

状態でした。なので、本試験では午前択一で半分も正解

できませんでした。他の科目と違って、本当に正確に暗

記しないと通用しないと思いました。2 年目はテキスト

をアウトプットしながら読む勉強法に変え、また会社法

の条文をウォークマンに入れずっと聞いていました。こ

の勉強方法にしてから会社法も点数が取れるようにな

りました。会社法に関してはテキストを丸暗記してしま

うのが良いと思います。覚えにくいところは自分で語呂

合わせを作ったりしました。自分で語呂合わせを考える

と忘れにくくなると思います。 

午前の 35 問目の商法については、1 年目は時間がなか

ったので捨ててました。しかし 2年目はテキストに書い

てある部分と過去問についてはしっかり勉強しました。

平成 31 年度の問題は難しかったですが、商法は基本が

できていれば正解できる年度のほうが多いと、先生が言

っていましたので捨てないほうがいいと思います。 

勉強方法（記述編） 

記述については、まず講義で配布されたひな形集を暗

記することから始めました。私は最初の頃は、紙に書い

て覚えていました。その後は時間がかかるので、声に出

して練習しました。ひな形集については、本試験までは

毎日 5 個くらいやっていました。登録免許税の額や商業

登記の組織再編の書き方などは紙に書いて、家の壁に張

ったりしました。 

問題演習については、他の予備校からでている短い問

題集を使って、繰り返していました。難しい問題も多か

ったのですが、問題が短いので何回も繰り返すことがで

き、時間のない直前期でもできると思います。本試験向

けの長い問題は、辰已や他の予備校の答練や模試を使用

しました。記述については、答練や模試の受験したその

日のうちに復習しました。問題の解説の表紙に、間違っ

た個所や気になったことを書いた付箋を貼りました。時

間のない直前期に、すぐに確認できるようにするためで

す。 

問題の解き方については、先生に教わった解き方でや

っていました。答案構成用紙は、承諾証明情報など忘れ

そうなことがあったらすぐに、色付きのボールペンで書

くように意識していました。解く順番は、不動産登記法

は答案構成に時間がかかるので、先に解けと先生に言わ

れたので不動産登記法を先に解きました。 

記述については、６割（４２点）くらい取れればいい

と思っていました。あとは択一で逃げ切ればよいので、

難しく考える必要はないと思います。とにかく却下され

ないような答案を作ればそれなりに点数が取れると思

います。なので、たまに答練や模試で出題される難しす

ぎる問題は気にしなくてよいと思います。それよりも基

本的な問題やひな形集の暗記をたくさんやったほうが

いいと思います。 

本試験当日 

本試験は、今住んでいるところから近い会場ではなく

実家から近い会場で受験しました。私の実家の近くの会

場では、自転車で３分くらいのところにあり、受験者数

が少なく長机が１人で使えました。直前期に家族と過ご

すことができ、リラックスして受験できるのでそっちで

受けることにしました。 

午前は時間があるので、ゆっくり解きました。ほとん

どの問題がテキストで見たことある知識だったので、正

解しているだろうという感覚でした。去年は会社法が全

然わかりませんでしたが、今年はかなり自信がありまし

た。 

午後は時間が厳しいので、択一は急いで解きました。

できるだけ少ない肢で答えを出すようにして解いてい

きました。受けてた当日は、なんかわかりにくい問題が

多いなという感じでした。答えを二つまでは絞れるが、

あと一つがわからないという問題が、不動産登記法で多

かったです。しかし、不動産登記法択一は 14 問正解で

きました。商業登記択一は特に苦手意識はなかったです

が、5 問しか正解できませんでした。 

記述は不動産登記法も商業登記法も検討する事項が

多くて大変でしたが、なんとか全部書くことができまし

た。 

後進へのアドバイス 

問題を解く順番については、自分に合った方法を見つ

けるために、模試や答練で色々試したほうがいいと思い

ます。私は午前は第 4 問目から、午後は第 28 問目から

解くようにするのが一番正答率が高かったです。 

問題を解くスピードについては、午後は少ない肢で答

えを出す練習を模試や答練でやっておいたほうがいい

と思います。私は、２肢くらいで答えを出し、択一を 1

時間以内に解いて、記述が終わってから 20 分くらい余

るのでそこで択一の見直しをやりました。 

記述については採点が不明なので、択一で 180点以上

（午前 30 問午後 30 問）取って逃げ切る方法が一番いい

と思います。そうすれば記述は基準点を少しこえるくら

いで大丈夫です。私は常に 8 割（午前 90 点午後 90 点記

述 44点）取ることを目標に勉強していました。 

最後に 

毎日少しずつでもいいので勉強することで力がつき

ます。合格まで勉強しなかった日はなかったです。諦め

ずに頑張ってください。 

 



2018 年 司法書士合格体験記 
● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

● 

18 

合格者の 

声 

はじめに 

私は法学部出身でも、実務の経験者でもありません。

全く実際の業務の中身を知らないままで受験をする

のは大変不安でした。しかし、司法書士試験受験に至

るまでの間、いくつかの法律系士業の資格を取得して

きたこともあり、どうせなら司法書士試験にも挑戦し

てみたいと考えて受験を決意しました。周りと比較し

て少し遅めのスタートとなり、勉強期間は 10 か月足

らずで、ほぼ専業にも関わらず本試験日まで大変忙し

い日々だったと記憶しています。勉強しなきゃ！とい

う意識はほとんどないまま、気が付いたら本試験日が

来ていたかのようでした。一回目の受験で合格できた

のは、ある意味で程よく忙しかったのが要因の一つか

もしれません。 

わたしのとった勉強方法 

辰已の受講講座 

試験日まであまり日がなかったため、ネットで予備

校を検索していくつか候補をしぼり、最終的に講師の

提唱する学習方法や無料の講義映像での話し方を見

て松本先生の講座に決めました。いままで辰已法律研

究所を利用したことはなかったため、かつて利用して

いた某大手予備校の講座の利用を検討していました。

なじみのある通信講座でのインフラがそのまま使え

ると考えたためです。しかし、かつて自分が他の法律

系士業の資格の勉強で思い出し方を集めるのに苦労

したのを思い出し、必要な理由付けが講義内でふんだ

んに提供されるリアリスティック一発合格松本基礎

講座の受講を決めました。 

択一式対策 

私の場合、民法と会社法に関しては一通り学習経験

があり足りない知識や改正点を補いつつ、かつての勉

強を思い出しながらリハビリするといった風でした。 

したがって、学習初期の民法のインプットの段階で

は負荷が足りないと考えて、松本先生が指示される学

習以外に「司法試験・予備試験と司法書士試験で重複

する科目」については司法試験と予備試験の 10 年分

の過去問題集を購入して、毎朝 20 問ずつくらい解い

ていました。こういった学習方法はあまり聞いたこと

がないので自分でもイレギュラーだなとは思ってい

ましたが、問題の傾向が微妙に異なるので大変新鮮で、

よい眠気覚ましになりました。ただし、あくまで目指

しているのは他でもない司法書士試験合格であって、

それ以外の何物でもありません。松本先生のおっしゃ

る「講義を聞き終えなければならない時期の終期」で

この過去問題集については封印しました。以後合格ま

で手を付けていません。結局、憲法の問題集について

は開くことさえなく新品同様、刑法についても司法書

士試験とはかけ離れていると思われる学説問題をす

っ飛ばし、一周できずに終わりました。民法と商法（手

形法関連を除く）については 3周ほど、民事訴訟法は

一周しました。「で、役に立ったの？」と聞かれると

答えに詰まりますが、自信がついたのは確かです。 

上記以外の学習はほぼ他のリアリスティック一発

合格松本基礎講座の受講生の方と変わらないと思い

ます。テキストに基準をおいて司法書士試験の過去問

を解きながら思い出し方を含めテキストをアウトプ

ット。いままでの学習ではアウトプットでごり押しし

ていたことの多い私にとっては初めての方法論でし

たが、効果てきめんだったようです。 

記述式対策 

不登法に関しては普段のテキストのアウトプット

の周回段階で自分が作問者ならどんなストーリーを

作るかを意識した読み方を心掛けました。本試験での

連想が早くなるよう答練や模試でのひっかけ方を頭

の中でリストアップして、できる限り登記記録を答案

構成用紙に書き写しながら別紙のナナメ読みする段

階で問題の中核部分に気が付けるようにしていまし

た。 

別途ひな型を覚える作業をされる受験生の方が多

いようですが、私の場合はシャドーイングに加えてイ

レギュラーな箇所、例えば所有権保存の登記の抹消で

登記識別情報と印鑑証明書が必要ですが、そういった

松本基礎講座とオープンで 
短期一発合格！ 

平成 30 年度合格者  Ｔ.Ｍさん 

受験回数 1 回 
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部分のみ蛍光ペンで目立たせて意識するだけにとど

めました。講義中に書き込んだもの以外にも、復習時

に自分で書き込んだメモも多いです。結局のところ、

申請書のひな型は一定のルールにのっとって原型を

変形させているにすぎないためです。あまり暗記に走

らなかったせいか、記述式の問題を解くのは割合楽し

んでました。辰已のオープン総合編の答練は作問者が

責任担当制で毎回入れ替わるため、記述の問題も十人

十色で飽きずに解くことができました。 

商業登記法に関しては、どのように登記できない事

項を問題に組み込んで出題してくるだろうか、という

点を常に意識しながらテキストでアウトプットして

いました。不登法とは違い、ひな型を変形させるとい

う方法は使えないので、添付情報の使い分けを覚える

のに若干苦労しました。松本先生の講座では組織再編

のところの添付情報の覚え方をはじめ、知識の整理の

仕方が教えてもらえるため、丸暗記せずに済んだのは

よかったです。登記の事由の書き方で紛らわしいもの

を直前に確認したくらいで、申請書を書きまくるよう

な対策はしませんでした。 

ひとつ記述式に関して後悔していることがあると

すれば、ボールペン選びでしょうか。私が使っていた

ボールペンが持つ部分が固く、長時間持っていると腕

が痛くなるようなものでした。ボールペンは高価なも

のではないので、色々と試してみることをお勧めしま

す。 

本試験当日 

本試験会場は某大学で机は長机、席は前のほうにな

りました。この試験に限らず資格試験は、会場の机が

長机かどうかが極めて重要です。事務処理スピードに

差が出ます。司法書士試験では死活問題です。願書提

出段階で会場がわかる場合には、可能なら長机の会場

かどうかは念のため事前に調べたほうがよいかと思

います。私はたまたま長机の教室が当たりました。 

試験官は法務局の職員だと思われます。他士業だと

各団体が試験事務を行っている場合が多いので多少

面喰らいました。成績通知を受けたいなら当日に配ら

れた封筒に名前と住所を書くというのも初めてで驚

いた覚えがあります。当然には通知してくれないので

すね。 

私は本試験直前で副鼻腔炎になってしまい、当日も

薬を飲んで試験に挑みました。花粉症の方ならわかる

と思いますが、のどがやたら乾くクスリです。おかげ

でパフォーマンスは最悪に近く、試験中は結構な頻度

で水分補給していたと思います。直前期の免疫力が低

下してる際、模試を会場受験するために東京へ来たタ

イミングでうつされてしまったみたいなので、体調面

にもっと気を遣えばよかったと心底悔やんだ覚えが

あります。 

午前の部は民法がやたら簡単に思えて、どこか勘違

いをしているのではないかと怖くなった覚えがあり

ます。一方、会社法では勘で答える羽目になった問題

が数問あり、難易度が高い印象を受けました。刑法で

は、民法の講義の胎児の権利能力のところでテキスト

に書き込んだ一部露出説に関する出題があり救われ

ました。 

午後の部は民事訴訟法から解き始めましたが、難易

度が高く出鼻をくじかれた格好になりました。再審の

問題は全く分からなかったので鉛筆を転がしました。

登記法は簡単なものもあれば、あまり見かけない問題

もあり、記述に入る前に数問見直してマークを塗りま

した。 

不動産登記の記述は登記記録から見ていきますが、

登記記録上に地役権があることに気づき若干パニッ

ク。しかし蓋を開けてみれば申請件数を間違いようの

ない内容で、地役権はあまり関係ありませんでした。

実際にかなり細かい論点での勝負になったようでし

た。商業登記の記述はまさかの清算株式会社からのス

タート。「去年の続きかよ！」とひとり心の中で突っ

込みを入れながら答案構成をしていました。答練など

で会社継続の論点を扱うものは少なくあまり書いた

経験がないため、本試験中不安でした。また、社外監

査役の社外性を満たしているかの判断を求める記載

があり、思わず筆が止まってしまいました。登記でき

ない事項の判断も含め、不動産登記よりは難易度の高

い内容でした。 

後進へのアドバイス 

勉強を時間で測ることからなるべく離れることを

お勧めします。時間をものさしにしてしまうのは、言

われないと勉強できない小中学生の勉強です。できれ

ば、空いた時間を勉強に充てていたら気が付いたら就

寝時間、くらいが理想です。私は勉強の記録を後から

つけるのではなく、あらかじめ予定を前日以前にたて

ておいてそれをつぶしていくやり方が効果的でした。

単にダラダラ勉強して学習した気になってしまうこ

とを避けることができるだけでなく、計画からずれて

いる学習は何かが一目でわかるようになります。 

最後に 

どのような経緯でこの資格を目指すことになった

かは人それぞれだと思います。それと同時に、どのよ

うな環境で勉強できるかも人それぞれです。来年度以

降の受験生が自身の実力を最大限発揮できることを

祈ります。 
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合格者の 

声 

はじめに 

漠然と受験を決意しました。 

司法書士試験は合計 2 回受験しました。 

1 回目は、別の予備校で基礎講座を受講し約半年間

勉強しましたが、結果は合格ならず。「来年は受かる」

と言われそのまま中上級講座を薦められましたが、直

観的に「無理だな」と思いまた基礎から勉強し直すた

め再度予備校巡りをはじめました。名古屋校に行った

際に応対してくれたスタッフさんに心地よさのよう

なものを覚え、そのスタッフさんの紹介の中にあった

リアリスティック一発合格松本基礎講座の受講を決

めました。 

私のとった勉強法 

勉強法全般 

重視したことは以下です。 

・先生の指示に従う 

・「こなす」「回す」という感覚 

「一つひとつ理解しながら…」では終わりません。

機械的にでも先に進めることを意識しました。 

・満遍なくやる 

科目で言えば民事訴訟法・民事執行法・民事保全法、

憲法。分野で言えば会社法・商業登記法の持分会社、

一般社団（財団）法人、商法、不動産登記法の信託な

ども学習すれば点はとれます。得意分野に偏らず、む

しろ苦手な箇所こそやれば点につながります。 

択一 

過去問について 

まず解く順番を決めました。後で解くようにした問

題の形式は、学説、文章問題、穴埋め、個数問題です。

要するに、先にそれ以外の問題に時間をかけずに済ま

すことで、問題文が長いまたは肢の全部もしくは大部

分を読まなければ答えが出せない問題を焦らず余裕

をもって解くことができるように時間を作りました。 

問題を解いた後も解説を見ずに、分からなければテ

キストから根拠を探すようにしていました。検索先の

一元化ってやつです。 

「なんとなく○だろう」はダメです。時間を意識す

るあまり、5 肢中の 2、3 肢まで読んだ時点で「正解

っぽいな」と判断してしまう気持ちはわかります。し

かし、実は最後まで読めばより確実に判断しやすい肢

があることは少なからずありますし、そのことにより

一問落とすのはかなり痛いです。また、たとえそれで

合っていたとしても練習の段階から根拠づけて解く

癖をつけないと、後で苦労します。それは答練や模試

で痛感します。あくまで「かもしれない」運転でお願

いします。 

時間配分は、試験の午前科目は 3 分以内／問で解き、

午後科目は 2 分以内／問で解くように設定しました。

また、午後科目についてはより時間が制限されるので

「2 秒ルール」を設けて解くようにしました。2 秒ル

ールとは、一つの肢につき 2 秒考えても正誤の判断基

準が思い浮かばなければ次の肢・問題に進むというも

のです。「前習ったはずなのに」と、こだわりたくな

る気持ちはわかりますが、たとえその肢を捨てて 3

点落としたとしても、次の問題に進み時間に間に合わ

せて合格する方を優先すべきです。また、後で見直し

た時に気づくことはありますが、大体その場でパッと

思い浮かばなかったことがそのまま考え込んでわか

ることはないので、単純に自分の勉強不足だと反省し、

次に次にと処理していくようにしていました。 

記述 

早いうちから申請書の雛型を覚え始めた方がよい

です。択一の授業と並行して講義で扱った箇所を少し

ずつ覚えていくことをお薦めします。 

問題を解き始めるにあたっては、いきなり時間を計

るのではなく、まずは目を通す順を決め、その流れを

定着させることを徹底しました。そしてそれが自然に

身につくようになったら、時間配分を意識するように

しました。 

注意事項に時間をかけてはダメです。注意事項（事

実関係など別のとこに記載されている場合もある）は、

おおざっぱにいえば次の 3 種類に分けられます。 

「松本先生の指示に従う」「こなす・回す」

「満遍なくやる」で一発合格！ 

平成 29 年度合格者  Ｈ.Ｔさん 

受験回数 1 回（お試し受験 1 回あり） 
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①大体どの問題にも書いてあるどーでもいいもの 

②答えの書き方や考え方に関わる留意すべきもの

（「今回はこー書け、こー考えろ」っていう試験官

からの注文） 

③その問題特有の指摘で、問題を解く上で大きなヒン

トとなるもの 

①を消し、②③を残すことが秒でできるように訓練

をした方がよいです。 

凡ミスをなくすよう努めました。記述は 1点のミス

が命取りになります。書き間違え、書き忘れ、読み飛

ばしなどをしてしまったら恥じて下さい。私の場合は、

同じミスを繰り返さないよう、その都度ノートにミス

の内容と対策としての思い出し方を書くようにして

いました（以下、「テクニックノート」）。また、個人

的には後述するように数字の見直しを特に注意しま

した。 

不登法 

「売買を原因とする所有権移転」の書式をまず完璧

にした方がよいです。これは、あらゆる申請書のベー

スとなる雛型です。寝起きの状態でも目的～添付情報

まで淀みなく言えるようにした方がよいです。 

枠ズレ防止対策は必須だと思います。そのための対

策として、例えば以下のようなものがあります。 

・名変登記の理解 

・申請順序や申請件数を意識しながら択一の復習を行

うようにする 

・数字の見直し：登記番号、持分割合などです。添付

情報として「誰の」「何番の」登記識別情報の提供

が必要になるのかという点や、更正や抹消の登記が

あった後に申請する登記の目的の書き間違い（「A

持分全部移転」とするところ「所有権移転」と書い

てしまう等）を防ぐためです。 

商登法 

理由づけをより大事にした方がよいです。特に添付

書面に関しては、模試や市販の問題集によっては解説

がきちんと書かれていないこともあるので、「どのケ

ース」に「何の書面」が「何通いるか」を理解してい

れば復習に手間がかかりません。（例えば、「株主総会

議事録」を添付する場合でも、決議がなければ「株主

リスト」はつけないなど。）また、不登法と比べると

一つの申請書に書く量が非常に多いですが、登記すべ

き事項・登記の事由・登録免許税・添付書面はそれぞ

れつながっているので、手続きの流れが理解できれば

長文であっても一気に書けるようになります。 

ピンポイントの留意すべき知識：再任と重任の違い。

経由申請の可否（例えば、本店移転の登記をする際の

新所在地や、吸収分割の登記をする際の分割会社の所

在地を管轄する登記所に同時に申請できる登記か否

かの判断等）。印鑑証明書の添付（特に、誰の何につ

ける印鑑証明書になるのかの理解や省略の可否）は混

乱しやすいと個人的に感じました。自分なりの言葉で

整理できるようにした方がよいです。 

数字の見直し：添付書面の通数、役員等の就任・退

任年月日、役員等の員数など。添付書面の通数は、間

違えても減点が少ないと言われているのでまだマシ

かもしれません。しかし、役員がらみの数字につきま

しては例えば、「権利義務を有する者」に該当するか

否かの判断が必要になることがあり、また「兼任禁止

規定」などの問をまたがる論点となり崩壊しかねない

ので、特に慎重に確認するようにしていました。 

とにかく時間内に最後まで書ききることが大切で

す。不登法と違い枠ズレの心配がなく、最悪の場合時

間がなければ申請できそうなものを全部書いちゃっ

てもある程度点が取れるそうです。逆に時間切れが一

番ダメだし悔いが残ります。 

本試験当日 

科目の解く順と後回しにする問題は以下のとおり

あらかじめ決めていたので、それに従って解きました。 

科目の解く順 

午前：①会社法②民法③憲法④刑法 

午後：択一①民事訴訟法・民事執行法・民事保全法②

供託法・司法書士法③商業登記法④不動産登記法記

述①不動産登記法②商業登記法 

※後回しにする問題は前記『私のとった勉強法／択一

／過去問について』のとおり。 

後で見返したときは難なく解けたが、その場では肢

の論点すらわからずに間違えた問題が民法で 2 問、憲

法で 1問ありました。振り返ってみればやはり緊張し

ていたのだなと思いました。また、択一については、

午前午後それぞれ答練や模試で大体取れている点数

引く 2問くらいかなと予め見積もっていました。しか

し実際は、午前がさらに予想引く 1 問だったので焦り

ました。 

午前科目の後半ぐらいの時間に、同じ教室内で苛立

った受験生がシャウトし机を叩きつけるというハプ

ニングがありました。本試験の会場は独特の緊張感が

あり、それゆえ様々なことが想定されるので、普段自

宅で学習されている方も一度は模試等で会場を経験

した方がよいです。ちなみに私は、「今の衝撃で緊張

がほぐれたな」と前向きに捉えることができ、また「た

ぶんこれで落ち着いているのは俺ぐらいだな」と根拠

のない自信につなげることができました。 

試験開始直前と午前と午後の合間のルーティンは、

模試や年度別過去問を解く際に次のように決めてい

たので、本番でもそうしました。 
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直前：①テクニックノートを見る②答練・模試を解く

度に書いていた問題の解き方の反省と対策（以下、

「議事録」）を読む③会社法のテキストを 1 コマ

分読む。 

合間：①20 分前後のラジオを聴きながらご飯を食べ

る②テクニックノート・議事録を読む③テキスト

の民事保全法のページを読む 

午後科目は、記述の不動産登記法を終えた時点で残

り 45 分になっていました。しかし、不動産登記法を

解いている時も「45 分ありゃいけるな」となぜか思

い、商業登記法も普段通り飛ばすことなく解きました。

結果、5 分余ったので見直しに時間を費やすことがで

きました。 

最後に 

勉強するだけ勉強したら、後はハッタリが大切です。

不安な箇所があろうがとにかく受かれば OK なので、

その日は自分の日だと思い、セール時のおばちゃんよ

ろしく厚かましくも合格というターゲットを奪い取

ってきて下さい。実際のところ私も、試験当日は午後

から急に土砂降りとなり雨に濡れながら帰ることと

なりましたが、「これは祝福の雨だな。受かった…」

と何の根拠もなく思いました。 

おすすめの本・曲 

・「ヒクソン・グレイシー 無敗の法則」ヒクソン・

グレイシー著、ダイヤモンド社、2010.9 

心の持ち方を自分でコントロールすることの大切

さを教えてくれる本です。実際私の場合は、学習期間

中は父親から度重なる嫌がらせを受け続けていまし

たが、そこでの怒りや悔しさをエネルギーとして利用

することで学習を進めていた事実もあります。司法書

士試験の勉強にあたっては、学習した知識の整理と同

様に、「自分で何とかできること」と「自分ではどう

しようもないこと」に分ける心の整理も必要だと思い

ました。 

・"AMBITIOUS JAPAN!" TOKIO 

言わずと知れた「新幹線の歌」です。メロディーも

さることながら、歌詞も非常に前向きなところが特徴

です。お気に入りの歌詞は「I get a true love」と

いうところです。 

「なんか気分が乗らないな…」と感じた瞬間に本意

気で歌うと、一気にモチベーションが上がります。屋

内で発動すると十中八九白い目で見られますが、屋外

ではまれにフラッシュモブのような一体感が生まれ、

世界が一つになります。 
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「私は合格できるんだ！」と自信たっぷりに思える講座 

 

 

 

 

 

 

 

リアリスティック一発合格松本基礎講座において、まず印象的だったのは、覚える知識をかなり減らすこ

とができるということです。これさえ覚えておけば色々な場面で使えるという知識や、共通する視点、思い

出し方を沢山教えて下さるので、他の講座を受けた時よりも覚える知識がグッと減りました。立法趣旨や判

例趣旨の説明の多さも圧倒的だと思います。 

そして、なんといっても復習のしやすさがあげられます。「復習が 1 番大事です。とにかく復習を頑張っ

て下さい。」というありきたりなことを言って終わりではありません。講義では 4 色のボールペンを使い分

けて下線を引いたり書き込みをします。最終的に覚える箇所は赤と緑の部分なので、覚えるべき箇所が一目

でわかります。また、出題分野について細かくランク付けがされますので、念入りに復習すべき箇所がわか

り、直前期には特に役に立ちます。講義後は、毎回解くべき過去問が指定されるのですが、全肢ともテキス

トのどこに書いてあるか、講座専用ブログに解説とともに書かれてあるので、テキストの該当箇所に過去問

No.を書き込むことができ、テキストと過去問をリンクさせることができます。それから、この講座のテキ

ストは、頭の中で思い出す訓練をやりやすくするための工夫が施されています。 

以上の点から、講義を受けるだけで最強のテキストが出来上がります。 

肝心の復習のしやすさについてですが、「テキストの復習の仕方はこうです。3 月までは 1〜2 回私の言う

タイミングで復習して下さい。」等こと細かく指定されるので、最強のテキストを使ってそれをこなせばい

いだけです。計画も立てやすく、非常にラクです。申請書や条文も、シャドウィングという音声学習で復習

をするので、書いて覚える時間や手間が省けます。また、講座専用ブログにて松本先生に直接質問すること

ができ、回答も翌日には返ってくるので、わからない知識がそのままということもありません。このように、

復習の際何をどうやればいいのかわからない受験生にとっては、ぴったりの講座です。 

最後に、松本先生の講義を受けることによって精神面でもかなりのアドバンテージを得られるという話を

したいと思います。まず試験当日ですが、試験では未知の問題が必ず出題されます。受験生が一気に焦って

しまうところです。その時にヨッシャ！と思うことができます。なぜかというと、この講座は法的思考能力

も自然と身につきますので推理で解くことができますし、どうしてもわからないところはテクニックを使っ

て解くこともできるからです。また、午後の試験での時間の使い方をみっちり叩き込まれますので、時間切

れになることはあり得ず、冷静に解くことができます。 

他にも、他の受験生が知らない情報を沢山教えてもらえますので、それだけでもかなりモチベーションが

上がります。また、松本先生は、「ノルマ達成の発想（＝完了主義）」という、受験勉強をする上で 1 番大事

な心構えを教えて下さいます。これにより、挫折者の多いこの業界でほとんど挫折者はいないのではないか

と思っています。 

とにかく最後まで、「私は合格できるんだ！」と自信たっぷりに思える講座でした。 

 

 

 

平成 29 年度合格者  Ｈ.Ｔさん 

受験回数 2 回 
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合格者の 

声 

はじめに 

■他資格受験歴 

平成 26 年度行政書士試験合格 

■司法書士試験学習歴 

平成26年秋に平成27年度合格を目指す松本基礎講

座全科目 DVD を申込み～平成 29 年 3 月までにすべて

の DVD視聴を終える 

（平成 27 年春まで学生，同年 4 月以降は平日 9 時

-18 時勤務の兼業受験生） 

■司法書士の受験を決意した経緯，合格までの受験状

況 

法学とは異なる分野に進学していましたが，就職前

に平成 26年秋の行政書士試験を受験。その後，関連

資格を調べているなかで「司法書士」という資格を知

り，ダブルライセンスを目指そうと思うようになりま

した。そして，平成 26 年の秋に（平成 27 年度合格を

目指す）「リアリスティック一発合格松本基礎講座」

を申し込みました。しかし，平成 27 年の春に就職し

て勉強時間が確保できず，結局 DVDをすべて視聴し終

えたのは平成 29 年の 3月でした。松本先生にも相談

に乗っていただき，隙間時間を精一杯活用して，何と

か合格点までもっていくことができました。 

私のとった勉強方法 

平成 26 年の秋に（平成 27 年度合格を目指す）「松

本基礎講座（全科目，DVD）」を申し込みました。しか

し，平成 27 年の春に就職したため勉強時間を確保で

きず，また勉強する意欲もわかなかったため，パンフ

レットどおりのスケジュールで進めることができず，

平成 29 年 3 月までの長期計画で一通り全科目の DVD

を視聴し終えました。そして，4 月～本試験にかけて

は，追っかけ復習，記述式演習（過去問＋授業でやっ

た問題），択一過去問解き直し，音声学習，本試験前

に辰已と某予備校の出題予想会を視聴などで追い込

みをかけました。 

〈択一対策〉 

■全体を通して 

テキストを勉強の中心に据え，DVDで理解した後は

授業で指定された過去問を 1 回解き，テキストに戻っ

て復習するという勉強方法でした。 

■平成 28年 10 月まで 

民法と不登法の途中までは DVDの視聴＋1回目の指

定過去問演習（これも民法と不登法の途中まで）を終

えていたので，出勤前や昼休みなどの隙間時間を使っ

て，テキストの読み直し（追っかけ復習）を行ってい

ました。 

■平成 28年 10 月から平成 29年 3 月まで 

この半年間で残っていた科目の DVD を一気に視聴

しました。とはいっても，平日は仕事がありましたの

で，だいたい土曜日に 1 コマ，日曜日に 1 コマの DVD

視聴というペースでした。ただ，絶対に平成 29 年度

の本試験で合格したいと考えていたので，松本先生の

おっしゃる「ノルマ達成の発想」を意識し，自分で勉

強計画表をエクセルで作成し，印刷して壁に貼り，チ

ェックをつけていくことで，ずれが生じながらも何と

か視聴し終えました。 

また，計画を立てた際には，新たな DVD 視聴から 2

か月以内にその部分のテキストページを 3～5 回読み

直すようにしました。できなかった範囲もありました

が，できた場合は計画表にチェックするようにしてい

たので，多くの部分で達成できました。 

DVD 視聴日に指定過去問も解き，その日のうちにテ

キストに過去問番号を書き込むのも終えられるよう

に努めていました。 

■平成 28年 10 月から本試験直前まで 

上記の期間に重なる形で，追っかけ復習を仕切り直

しで再スタート。平成 28 年 10月から平成 29年 4月

中旬までに，民法，不登法，会社法・商登法を 3周，

またその間の平成 29 年 1 月末～2 月中旬に民訴・民

執・民保を 1 周，平成 29 年 4月中旬から 6 月下旬ま

でに全科目のテキストを 3 周しました。その後，本試

松本基礎講座で、兼業ながら隙間時間

を精一杯活用して一発合格！ 

平成 29 年度合格者  Ｋ.Ｎさん 

受験回数 1 回 
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験前に全科目を 1周（丸暗記），本試験直前にも全科

目を 1周（緑の知識）しました。 

※「緑の知識」とは松本先生の売りになっている知識

のことで，緑のボールペンで書き込みをしているの

でそう呼ばれます。 

※読み方，1 ページを読むスピードは同じではありま

せん。読むべきノルマを決めたうえで，何秒で 1

ページを読めば大丈夫そうかを計算して計画を立

てました。ただ，あくまでも「予定」であり，その

時間を超えてしまうことも多々ありました。 

※もっと追っかけ復習をすべきだったと反省してい

ます。 

また，上記の追っかけ復習のほかに，4 月から本試

験までの間に，過去問（松本先生が授業で指定してく

ださった過去問）を解き直しました。そのときに間違

えた問題はさらにもう一度解きました（おそらく全部

で 1800 問を超える程度の数を 4 月以降に解いたと思

います）。 

〈記述対策〉 

■平成 29年 3 月まで 

記述式の講義も含んだ講座であり，かつ，全科目を

受けていたので特典として「申請例音声データ」入り

の MP3 プレイヤーをいただいていました。そのため，

記述対策は配布された資料，松本先生の記述式の解法

本，問題冊子，講義 DVD，音声学習（シャドウイング）

をメインに進めました。 

音声学習（シャドウイング）については，辰已ホー

ムページやガイダンス映像などで紹介されていると

思いますが，申請書の記載例を音読した音声データを

聞いて，それを自分で声に出すという学習方法です。

慣れてくると，音声データを聞く前から自分で記載例

を言うことができるようになり，大変助かりました。

主に通勤時や買い物に行くときなど，歩いているとき

に行いました。 

申請例10個弱分ぐらいがだいたい15分前後だった

ので，それを 1 回分として自分で範囲を決めました。

勉強記録が平成 28 年 10 月からしかないので，それ以

前は不明ですが，平成 28 年 10月から翌 29年 1 月ぐ

らいまではだいたい 1 日に 3～4 回繰り返して聞き，

声に出しました。2 月以降はそこまで行いませんでし

たが，1日に 1 回は行うように努めていました。 

また，記述の勉強をどの時期に行うかについてです

が，元々パンフレットにあったスケジュールに倣いま

した。パンフレットのスケジュールでは会社法・商業

登記法の講義を受けている時期に，不登法の記述の講

義を挟み込むスタイルでしたので，それに倣って私も

進めました（1 コマの中で択一の講義と記述の講義を

混ぜているわけではありません）。同じように商登法

記述の講義も，いわゆるマイナー科目といわれる講義

の時期に，挟み込むスタイルでした。 

■平成 29年 3 月中旬～5 月の初め 

この時期に，確か不登法記述 H11～，商登法記述 H18

～の過去問を 1日 1題交互に解いていきました。同時

に，音声学習は 1 回分の範囲を 15 分程度と決めて，

隙間時間で繰り返すようにしていました。 

■平成 29年 5 月～本試験直前まで 

この時期は，再度記述式の講義で扱った問題を解き

直すという勉強を行いました。そして，間違えた箇所

については，ワードにメモしていくようにしました。

音声学習も行っていました。 

インプット―松本基礎講座のメリット 

受講していてよかったことは次の通りです。 

理由づけが豊富で，自分の勉強スタイルと合ってい

た。 

※人によっては，理由付けが多いと逆に覚えにくいと

いう方もいらっしゃるかもしれませんが，私は理由

付けが豊富なほうが理解しやすかったので助かり

ました。 

どこが重要なのか，どこを覚えるべきなのかがわか

りやすく提示され，テキストに書き込む色を使い分け

ることで，復習する際に自分の頭でもう一度論理を組

み立てやすかった。 

※ここは結論，記憶すべき事項，ここは理由，ここは

応用可能な知識，などと分けられたおかげで，メリ

ハリのある復習をすることができました。 

申請例の音声学習を行うことができた。 

※このおかげで，実際に問題を解くとき以外は，ほと

んど申請書を手書きすることはありませんでした。

「発音できれば，あとは漢字にするだけ」という松

本先生の言うとおりだと思いました。 

受講期間が終わっているのに，勉強計画を松本先生

に見ていただいて，助言を受けることができた。 

※受講生向けに，直前期の勉強計画をまとめた資料を

いただいていたので，パンフレットのスケジュール

とそれとを合わせて参照し，自分なりにまとめた勉

強計画を松本先生に送り，見ていただきました。 

講座専用ブログが開設されており，過去問で問われ

る知識がテキストのどこに出てくるのかを照合する

作業がしやすかった。 

※正直に言えば，過去問とテキストを照合する作業は

本当に大変でした。ただ，ブログのお蔭で何とか乗

り切れました。 

全科目を松本先生が担当している。 

※一貫した勉強方法と試験への向き合い方を松本先

生がたびたび講義中にお話ししてくださったおか
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げで，自分の軸がぶれることなく試験に臨めたと思

います。 

松本先生特製の記述の採点基準を推測するレポー

トをいただけた。 

※自分が受ける年も同じように採点されるかはわか

らないものの，これまでの傾向を知ることができる

のは精神的にもメリットですし，受験の戦略上も有

意義だと思います。 

※講座専用ブログでは質問も行えますし，松本先生か

らのご回答も早いので，これもメリットです。しか

し，私はエンジンがかかるのが遅かったので，テキ

ストの内容に疑問に思った時点で既に質問受付期

間が終了しており，法律関係の質問は松本先生にし

ませんでした。ただ，メリットであることに変わり

はないので，一応挙げておきます。 

アウトプット―松本基礎講座のメリット 

受講していてよかったと思う点を，アウトプットの

観点で考えると次の通りです。 

テキストでアウトプットするという考え方を知った。 

※松本先生は，テキストでアウトプットするという

考え方を強くおっしゃっており，私も「確かに」と思

ったので，アウトプット用の講座は受講していません

（辰已と某予備校の模試は受けました）。「松本先生の

やり方どおり完璧に」とはできませんでしたが，テキ

ストを読み込み，咀嚼して，思い出しながら読み進め

ていくという意識を持てたことは大きかったと思い

ます。テキストを復習すれば，過去問で狙われたとこ

ろを確認できると同時に，まだ問われていない知識で

覚えるべき知識もわかりますので，問題演習を繰り返

すのではなく，テキストを読み込むほうに重きを置き

ました。 

手を広げさせないようにしてくれる。 

※ついつい「あれもやったほうがいいか」と思いがち

ですが，直前期の過ごし方の資料を読んだり，松本

先生のアウトプットへの考え方に触れたりするこ

とにより，他の教材に対しては一定のブレーキをか

けて，目の前の教材を最大限活用する方向に進むこ

とができました。 

ミスを減らす記述対策 

※記述式の問題冊子の注意書きの処理方法をはじめ，

定型的な作業を短い時間でいかに行い，問題読解の

方に時間を割けるようにするかということを隅々

まで考えてくださっていて，初めて記述式に触れた

時から「役に立つ気がする！」と思わせてください

ました。 

受けるべき模試を教えてくださる。 

※1 校だけの模試では偏りが出るため，どの予備校の

模試を受けるといいかということを教えてくださ

いました。私は答練を受ける時間を作れなかったの

で，本格的なアウトプットというのは模試（と過去

問演習）しかなかったのですが，どの模試を受ける

べきかまで教えてくださり，助かりました。 

また，これは講座の話ではないですが，私は辰已の

モーニングシャワーに登録して，毎朝メールで来る 3

つの○×問題をアウトプットの一環に位置付けてい

ました（もう 1 つ別の予備校のメール配信も登録して

いました）。 

最後に 

勉強計画を立て直した平成28年10月から本試験ま

では，本当に集中して勉強したと思います。しかし，

それは単に資格を取りたいという気持ちだけでは成

しえませんでした。 

新入社員だったため，講座の受講料は一括では支払

えず，月々1 万円弱ずつ支払うローン形式でした。も

し平成 29年に合格できなければ，使っているテキス

トが古くなり，さらに，民法改正も考えると，買い直

さなければならなくなってしまうのではないかと思

われ，気合が入りました。 

大学時代の奨学金も返済が始まっていたので，絶対

にこれ以上出費を増やしたくありませんでした。 

講義や過去問を消化するだけでも大変で，一日の仕

事以外の時間をほぼ勉強に当てていたため，自分もい

やになるほどでしたが，周りにも相当な迷惑をかけて

いました。もう 1 年同じ迷惑をかけることは考えられ

ませんでした。また，自分ももう 1 年同じ生活ができ

る自信がなかったので，気合が入りました。日中働い

て，隙間時間に勉強して，帰宅して炊事して，休日も

早く起きて勉強して，掃除，洗濯をして，買い物に行

って，それ以外は勉強して…という生活スタイルは，

規則正しいかもしれませんが，自分の時間はほぼ取れ

ず，本当にうんざりでした。 

直前期は，帰宅後の夕食をとる際にもニュースは見

ずに，苦手意識のあった分野の講義 DVD を流すという

生活でした。早く普通のテレビが見たい，と思ってい

ました。 

きつきつのスケジュールだったため，風邪をひかな

いように本当に注意しました。外出先から帰ったら手

洗いうがいを欠かさないように心がけ，インフルエン

ザの時期前には予防接種をしました。 

このように，プラスの感情ばかりで勉強を続けたわ

けではありません。もちろん，司法書士として活躍し

たいというプラスの感情から勉強への動機を起こす
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こともありましたが，「～したくないから」という方

向から勉強に取り掛かることも多くありました。それ

が現実だと思います。どちらも受け入れて，勉強への

動機に変えて，勉強を積み重ねていけばいいと考えて

取り組めば大丈夫だと思います。 
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合格者の 

声 
 

はじめに 

大学（理系）4 年生の時に不動産会社の内定を頂い

た事をきっかけに宅建試験を受験し、法律の勉強が楽

しく、勉強しているという感覚がないまま無事一発合

格できました。合格後、父に「お前なら司法書士試験

に合格できるんじゃないか」と言われたのが司法書士

試験に出会ったきっかけです。 

・私のとった勉強方法 

【使用した講座】 

私は受験回数２回で合格しましたが、２年ともリア

リスティック一発合格松本基礎講座を受講しました。

「２年目も基礎講座を受けたの？」と思う方もいらっ

しゃるかと思いますが、私の中で他の講師の中上級講

座などを受講するという選択肢はありませんでした。

その理由は１年目不合格だった時に不合格ながらに

も戦えていたという手応えを感じ「松本式であと１年

やれば絶対いける」と漠然と感じていたからです。今

思えば、２年目に基礎の基礎から見直す時間を設けた

からこそ理解を深めることができ試験に対応できた

のだと思います。また、勉強スタイルを松本式で一貫

できたことも大きいと思います。 

【３月末(授業がある時期)までの過ごし方】 

勉強開始〜３月末までの勉強は基本的に「予習→授

業→復習→過去問→時間ある限り復習」の繰り返しで

した。 

まず予習についてですが、予習はあまり深くは行い

ませんでした。その理由は、知らない用語も多い法律

の教科書を自分で理解していくには時間が掛かりす

ぎると考えていたからです。具体的には授業の１時間

ほど前に教室に行き教科書をパラパラと読む程度で

した。 

次に授業についてですが、松本基礎講座は教科書に

バンバン書き込みをしていくという特徴のある授業

スタイルなので、特に別でノートを作って書き取るな

どということは行いませんでした。板書以外で書きた

いことがあった際は鉛筆で教科書の余白に書き込ん

でいました。また、授業中は本当に多くのことを書き

込みしていくので、話を聞いているだけで眠くなると

いうこともありません(当たり前か・・)。ですので、

重要なところを寝ていたということもありませんし、

重要なところは必ず書き込みか指摘をしてくださる

ので復習が大変しやすかったです。 

次に復習についてですが、１回目の復習は記憶がホ

ヤホヤのうちにやりたかったので授業の翌日の一番

目に行なっていました。１回目の復習時は覚えるとい

うより、熟読して理解していくという感覚でした。 

次に過去問についてですが、毎回授業の終わりに松

本先生が解く過去問を指定してくださるので、それを

一回解いていました。学習の進度状況に合わせて過去

問を解くことができるので大変効率が良く、短期合格

に繋がったと思います。また講座専用ブログにてテキ

ストの根拠ページや問題の解き方等を解説してくだ

さるので、過去問学習は他の受験生と比べて大変効率

のいい学習ができたと思います。 

過去問を解いた後は次の授業までひたすら復習を

していました。 

この時期の学習時に特に大切にしていたのは「わか

らない(理解できない)ところはとりあえず飛ばす」と

いうことです。不真面目に聞こえるかもしれませんが、

司法書士試験は試験までの有限の時間の中でとても

多くのことを覚えていかないといけません。１つ１つ

丁寧に消化していくことも大切だとは思います。しか

し、タイムオーバーや難しいと感じて勉強自体が嫌に

なってしまうことが怖かったので、難しいと感じた部

分などからはとりあえず逃げることにしていました。

もちろん重要な部分や２周目以降もわからなかった

ところは先生に質問等して解決していました。 

【直前期(４〜６月)の過ごし方】 

この時期は模試等のある日とない日で２通りの生

活リズムで過ごしていました。 

模試のない日は「起床→過去問２０〜３０問→申請

書の雛形を２０個確認→記述どちらかを１問→昼休

憩→その後は寝るまでテキストでアウトプット」の毎

日でした。この時期でテキストは５周ほど読んだと思

勉強スタイルを松本式で一貫できたこと

が、記述式3位合格に繋がった。 

平成 28 年度合格者  Ｎ.Ｈさん 

受験回数 2 回 
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います。過去問は１周です。 

模試のある日は模試から帰宅後、間違った問題＋ど

こを問われているかわかるけど答えられなかった肢

を中心に確認していました。正解した問題やテキスト

に載っていない論点は特に深追いしたりはしません

でした。ただ、テキストに載っていない論点はその場

で自分がどう考えどう行動したのか(飛ばすのか時間

をかけて検討してみるのか等)は毎回考察していまし

た。 

【記述の勉強法】 

記述式３位合格だったので、少し記述についても言

及させてください。 

まず、記述の解法についてですが、私は松本式でや

っていました。松本式はまず最初にざっくり全体を把

握する事に特徴があると思います。それにより出題者

が問いたい論点を予想することができるので、解くス

ピードが格段に上がると思います。また、松本先生が

「ここは早く読む」「ここはしっかり読む」と指摘し

てくださるのでそれもスピードアップに繋がったと

思います。記述式においては、正確に・早く解くこと

が求められ、それが司法書士試験の鬼門と言われます

が、私が証明したように松本式なら他の受験生に十分

に太刀打ちできると思います。 

次に学習方法についてですが、記述式においてはま

ずは申請書の雛形を記憶しなければいけません。私は

松本先生推奨のシャドウィングは行わず、テキストに

載っている申請書を紙で隠して毎日２０個ほど声に

出してアウトプットしていました。申請例を暗記する

前はこんなものを何百個も覚えないといけないのか

と憂鬱になりましたが、松本先生は「この様に記載す

る理由」や「この添付書面をつける判断基準」等々を

講義の中でしつこく仰ってくださるので、実際に丸暗

記した申請例は２０〜３０個もないのではないでし

ょうか。その他は覚えるというより基準となる申請例

から応用していくという感覚でした。この考え方は本

番で知らない申請書を聞かれても対応できる力に繋

がったと思います。 

実際に記述の問題を解くようになってからは論点

の収集が主な学習です。講義で「この別紙が出てきた

ら４パターンの論点がある」等の出題パターンを提示

してくださるのでそれら蓄積をしていきます。またテ

キストでアウトプット中も「これが記述で問われたら

この順序で申請だな」等と常に記述を意識して記述と

択一を分けずに学習を行っていました。 

・生活の優先順位 

私が最も優先させていたものは「睡眠」です。受験

生にとって体調はもちろん、脳のパフォーマンスは常

に気にかけなければならないものです。記憶は寝てい

る間に整理されるそうなので、寝ることも学習の一部

と捉えていました。なので、毎日０時(本試験の前日

の寝る時間)になったら勉強を強制終了してベッドに

入っていました。それにより、学習中に眠くなるとい

うことはあまりありませんでした。その為、１日の学

習スケジュールについても自分の MAX にできること

の 6、7 割程度の設定にしていました(もちろんその日

のノルマをクリアしても時間まで次の日のノルマを

やります)。 

・１年目(平成２７年度)本試験当日 

朝起きてから早稲田会場に向かうまで、正直緊張は

しませんでした。むしろ、「やっとこの試験勉強やプ

レッシャーから解放される！」とウキウキ気分だった

のを覚えています。しかし、問題冊子が配られたあた

りから急に不安になり緊張し始めました。「やるだけ

はやったが本当に間に合っているのか」「松本式で他

の受験生に勝てるのか」など考えているうちに試験が

始まっていました。始めの３０分は本当に問題をいつ

も通り読むことができませんでした。これではまずい

と思いトイレに駆け込み(本当に廊下を走りました。

試験監督の方も走ってついてきてくれます。)、松本

先生が緊張への対処法として仰っていた鏡をみて手

を挙げ、手が挙がっている事を目で確認する事により

自分がしたい事をできていると自分に言い聞かせる

という事を実行しました。その後は冷静に問題を解く

ことができましたが、午前２７点、午後２７点で午前

が基準点に届かず、その年は不合格となりました。 

・１年目「不合格」 

「不合格」という現実を叩きつけられた時は相当辛

かったです。それまでの人生の中で一番長時間かつ質

の高い勉強ができたと自負していただけに、すぐには

立ち直ることはできませんでした。とりあえず、学習

を再開させないといけないと思い、２年目の講座申込

をして授業は受けていましたが、数ヶ月間は自習を集

中して行うことはできませんでした。なので、その期

間は充電期間と位置づけ学習意欲が湧いてくるまで

好きな事をやりました(ただし、最低限授業には参加

しました)。今思い返せばその期間があったからこそ、

「やっぱりこの資格を取りたい！遊んでいる時間が

もったいない！」と思えたのだと思います。 

・２年目(平成２８年度)本試験当日 

【朝】 

この日の朝も１年目同様にあまり緊張はしません

でした。私は昔から失敗した時と同じ行動をすること

が嫌いな(ゲン担ぎよりジンクスを気にする)性格な

ので、「会場までの行き方」や「会場に入る門」など

思いつく限り１年目と違う方を選択して会場まで行
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きました(毎年校門前で立っておられる松本先生に挨

拶をしたかったのですが、「去年したなー」と思って

しまったので今年は遠慮させていただきました笑)。

そこまでしてジンクスを避けたのですが、たまたま座

席が去年と一緒という事を知った瞬間はブルーな気

持ちになってしまいました。その後はどうにか「法務

省が俺にリベンジの機会をくれたんだ！やってや

る！」と意味のわからないこじつけを考えて気分を上

げました。この時にジンクスを気にするのはよくない

ことだなと学んだ気がします。なので、これをお読み

になっている皆様には是非ジンクスを気にするので

はなく、ゲンを担いで合格を勝ち取って頂きたいと思

います。 

【試験開始・午前の部】 

試験開始時に私が行なっていたルーティンが一つ

あります。それは時計を合わせるということです。司

法書士試験は試験監督の時計の時間で行われます。し

かし、試験監督の時計と時間を合わせるという時間は

設けられていないので(今後はどうなるかわかりませ

んが)、私は毎回始まる前に９時３０分０秒で時計を

止めておき、始めの合図の瞬間に時計をスタートさせ

ていました。これをやっていた理由は試験時間の最後

の数秒まで勝負できるようにしたかったからです。例

えば、試験終了時間ギリギリにマークを変えたい場合、

あと何秒あるか把握できていればそれを実行するか

判断することができます。実際、午前終了１５秒前に

解答を変更しましたが、それを変更していなかったら

午前は基準点に届きませんでした。 

【午後の部】 

昼休憩は食事を軽めに済ませ、脳の為に甘いものを

摂取しながらパラパラと教科書をめくって、最後の最

後まで不安な部分を確認しながら過ごしました。 

午後の部では択一は６０分以内〜６５分を目標、７

０分で強制終了して記述に入ると決めていました。実

際は択一７０分、不動産登記６０分、商業登記５０分

で解きました。少しいびつな時間配分に感じる方もい

らっしゃるかと思いますが、私は午後の時間配分をき

っちり決めるというより、少し変動幅を持たせながら、

最低ここまで時間がきたら「絶対に」次に進むと決め

ていたのでこのような配分結果になりました。ちなみ

に択一も不動産登記も最低ラインなので商業登記が

超難問の年じゃなくて本当によかったです。 

午後の部は３時間と長丁場です。その中で集中が切

れそうになったりもします。私はそれを甘い飲み物で

対処していました。現在の司法書士試験では蓋付きペ

ットボトルを一本持ち込むことができるので、私はミ

ルクティーにガムシロップをペットボトルの 1/3 程

入れるという今思えば恐ろしい特製ドリンクを作っ

て持ち込んでいました(甘党ではありません)。 

・合格(午前２５点午後２９点記述６１.５点) 

９月２８日。この日は一生忘れられない日になった

と思います。朝６時に目が覚めてしまい、そこから結

果発表の１６時まで緊張しっぱなしでした。松本先生

が「受かっていても落ちていても掲示板まで見に行っ

た方が今後の糧になる」と仰っていたので、掲示板ま

で見にいきました。緊張のせいか掲示板のある九段下

には１時間以上前についてしまい、近くのカフェで時

間を潰すことにしたのですが、飲み物が喉を通らず、

緊張で何回もトイレに行ったのを覚えています。「基

準点＋５問かつ記述は自信ある！だからきっと合格

に違いない！」とは思っていましたが、何があるのか

わからないのが試験だということを考えて緊張は止

まりませんでした。 

１６時。職員の方が現れ、思っていたものよりも小

さい紙を掲示し自分の番号を確認した時は、嬉さ半分

安心半分という気持ちでした。そして真っ先に両親に

電話で報告し、電話の先で泣いて喜んでくれている両

親の声を聞いていると私も涙が止まりませんでした。

今までそれなりに合格という体験をしてきましたが、

涙がでるという経験は初めてでした。それほど自分を

追い込んでやっていたんだなと気付かされた瞬間で

もありました。 

・最後に 

合格後、私はどれだけ多くの方に支えられていたの

かということに気付かされました。私を信じて金銭面

でも精神面でも支えてくれた家族、誘いを何度も断っ

たのに心から祝福してくれる友人達、そして受講料以

上の価値を提供してくださった松本先生。私が受験回

数２回、記述式３位という短期かつ好成績で合格でき

たのは松本先生に出会うことができたからだと思い

ます。先生が徹底的にこの試験を研究してこられたか

らこそ最短ルートを全速力で走ることができました。

本当にありがとうございました。 

１年目不合格だった時は、自分だけ時が止まってい

るように感じ、前に進めていない自分に苛立ちを感じ

ました。２年目、もうあんな想いはしたくないと思い

自分にできる最大限の努力をし、無事合格することが

できました。 

今は次のステップに進めることに喜びを感じてい

ます。 
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合格者の 

声 
 

本試験当日 

「時間切れだけは許しませんよ！」 

平成２７年７月５日本試験当日、午後の一刻一秒を

争う時間のなか、私の頭の中には何度も松本先生の声

が鳴り響いていました。司法書士受験生のみなさん、

あなたは本試験当日何を思い何を信じて戦います

か？ 

自己紹介 

私はこれまで法律に全く縁が無く法律に関わる勉

強を全くしたことが無い状態からリアリスティック

松本基礎講座を開始し、受験回数２回目・専業受験期

間１年８ヶ月で平成２７年度の司法書士試験に合格

しました。おそらく短期合格の部類に入るとは思いま

すが、若くも無く、学歴も無く、まして優秀でも無く、

司法書士を目指すきっかけも自発的ではありません。

他の合格者の方々に比べて劣るところばかりで正直

なところ恥ずかしいのですが「こんな合格者もいるん

だなー」という軽い気持ちでお読み頂ければ幸いです。

そして私と何らかの共通点がある方に私の失敗例・成

功例が少しでもお役に立てればと願います。 

はじめに 

「司法書士を取って欲しい」私が司法書士を目指す

きっかけとなったのは、家族から言われたこの一言で

す。それまで「司法書士」という職業をよく知りませ

んでした。法律の勉強にも全く縁が無かったため、最

初（図書館の人のことかな？）と勘違いしてしまった

くらいです。さらに「第二の人生を歩くために必要な

自信を勝ち取って欲しい」とも言われてハッとしまし

た。ちょうどその頃、約１３年勤めた会社をやむなく

辞めることになり何もすることが無くなった私はま

さに空っぽの状態でした。在職中はキャリアが長いこ

と、役員に次ぐ地位まで昇進したこと、事務マネージ

ャーの役付で十数人の直下の部下がいたことなどを

誇りに思っていましたが、そんなものは退職と同時に

一瞬で崩れ去りました。そもそも中小企業での多少の

キャリアや地位などまさに吹けば飛ぶような脆いも

ので、ただの井の中の蛙に過ぎなかったことを思い知

りました。（どこでも通用するような確固たるモノが

欲しい、誰かの評価で上下するようなモノはいらない。

誰にも奪われないモノが欲しい。）そう切実に悩んで

いた自分にとって、「司法書士」という国家資格はま

さに求めていた理想だと直感しました。そして「君な

ら出来る」と言われその気になったのです。今思えば

安易極まりないのですが、時には調子に乗ることで早

く思い切った決断ができることもあるのだと解釈す

ることにします。 

リアリスティック松本基礎講座を選ぶまで 

司法書士になるには、ともかく司法書士試験に合格

しなければなりません。会社の最終出勤日は平成２５

年１０月２１日でしたが、直近の司法書士試験は平成

２６年７月６日です。なんとあと 8 ヶ月しか無いので

すが、試験は待ってくれません。なんせ法律に全く縁

が無く法律の勉強を全くしたことがありませんでし

たので、どんな試験なのか？どんな試験科目なのか？

などは後回しにしてまずは慌てて予備校を探しまし

た。ですが何も知らない状態で予備校を闇雲に探して

も訳がわからず、説明されている内容もさっぱりわか

らず、さらに中上級講座ならともかく８ヶ月以内の基

礎講座などどこにも見当たらずもうお手上げ状態で

した。それでも一日一日と本試験の日は迫ってきます。

家族からは「１１月からは必ず勉強を開始するように。

それでも遅いくらいだ。」と通告され焦っていたとこ

ろ、ふと辰已法律研究所の松本先生の講座が目に留ま

りました。（松本先生、5 ヶ月で合格してる！しかも

講座の勉強方法が法律の勉強に特化したマニアック

なものじゃない！検索の一元化とか共通する視点と

か法律を知らなくても何とかなるかも！！）今思えば

安易な決め方かも知れませんが、法律を知らない初学

者にとっては、法律用語は外国語のようにしか見えま

せんでしたので、唯一私の知っている日本語で理解で

きる学習方法だと思いました。そして（松本先生は５

ヶ月で合格されているけど、私にはあと８ヶ月もあ

る！大丈夫だ！）と思いました。（８ヶ月もある！）

なんて今考えればぞっとする程無知なのですが、何も

知らないということがとても強みになることもある

のです。まわりから見れば無謀とも言える決断だった

法律学習経験なしから 20ヶ月で合格。

合格に導いてくれたのは松本先生 

平成 27 年度合格者  Ｋ.Ｍさん 

受験回数 2 回 
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と思いますが、当の本人は（運命の先生を見つけた！）

と有頂天でした。（松本先生の講座にしよう！）と決

めたその足で辰已法律研究所の大阪本校を訪れまし

た。私は大阪在住のため残念ながら松本先生のライブ

講座を東京で受講することは不可能でしたが、自宅で

通信で勉強するより、予備校に通って他の受験生に並

んで勉強する方が緊張感があって集中できるだろう

と考え、実際の通学場所をあらかじめ見学させて頂こ

うと考えました。どういった環境で勉強ができるのか

ということも大事なことですので、みなさんも講座を

決める際には考慮された方がよいかと思います。私の

場合は実際に説明を担当してくださった大阪本校ス

タッフの山田さんの誠実なお人柄と大阪本校の雰囲

気のよさに安心できましたので、見学に付き添っても

らった家族と一緒に「ここなら通えそうだね」と納得

したうえで、松本先生の無料ガイダンスを視聴してす

ぐに講座を申し込みました。受講を開始した日は忘れ

もしませんが、平成２５年１１月１日です。この日に

自分の新たな人生の舵を切ったのです。 

リアリスティック松本基礎講座受講開始 

「記憶に残ればいいんです！」 

平成２５年１１月１日、意気揚々と勉強を開始しま

した。会社を辞めて何もすることの無い虚脱感から抜

け出し、「司法書士試験８ヶ月合格」という無謀とも

言える目標に向け、やる気満々です。そして松本先生

の授業は法律初心者にとって堅苦しくなく新鮮でと

ても面白いものでした。難しい法律用語も日常のわか

りやすい例えで説明してくださるので記憶に残りま

す。そのポイントを自分でテキストに書き込むのでさ

らに印象深くなります。例として間違いやすい民法の

「使者と代理」の違いにおいては、私のテキストには

犬が買い物のお使いをしている絵が描いてあり、一言

「（使者は）犬でもＯＫ」と書き込んであります。試

験では、「意思能力は？行為能力は？」の論点を細か

く聞かれたりしますが、（使者は『犬でもＯＫ』だも

んね）というワン（犬だけに）フレーズでだいたい判

断できます。少し乱暴に聞こえるかもしれませんが、

本試験に合格するためには、法律の正確な知識に多少

欠けていても一瞬で問題の正否を判断できるような

「共通する視点」や「記憶のフック」を多く持ってい

ることが大事だと思います。他にもユニークな覚え方、

思い出し方が多数ありますので、リアリスティック松

本基礎講座を受講される方は楽しみになさってくだ

さい。松本先生はいつも仰います。「記憶に残ればい

いんです！」私は初心者ゆえの法律に対するコンプレ

ックスがありましたが、この言葉で開き直って楽しく

講座を続けることが出来ました。 

勉強の環境 

私は専業受験生でしたが、直前まで仕事の鬼のよう

に働いていましたので、その勢いで勉強＝仕事と位置

づけることにしました。私にとっては勉強＝仕事です

ので必ずやり遂げなければなりませんしノルマだと

捉えられました。そしていくら時間が足りなくても期

限（本試験の日）までに合格レベルに持っていく必要

があるプロジェクトです。社会人の方はそうイメージ

される方が計画しやすいかもしれません。 

平成２６年の本試験（午前足きり、午後 26 点） 

不合格です。実力不足です。午前足きりでしたが午

後は開き直って基準点超えの 26 点を取ることが出来

ました。 

わたしのとった勉強方法（不合格の原因・反省点） 

本試験直前：答練・模試の復習に時間をかけ過ぎた。 

講座を詰め込んで受けたため、講座終了と同時に答

練が始まり、テキストの復習が十分に出来ませんでし

た。基礎力がグラグラの状態なのに答練・模試の復習

に時間を割いてしまいました。もっとテキストを重点

的に復習すべきでした。 

本試験当日：自分を追い込み過ぎた。 

追い込まれて底力を出すタイプ or 追い込まれると

萎縮して実力を出せないタイプ、人それぞれですが、

私は萎縮するタイプということを本試験当日に知る

ことになりました。 

あらかじめ模試や答練などでどちらの方が実力を

出せるのかを何度か確認しておいた方がよいと思い

ます。 

本試験当日：解く科目の順番を当日いきなり変えて

しまった。 

これで調子を崩しいきなり知らない問題にぶつか

りパニックになりました。問題は１問目から解く必要

はありません。得意な科目から解く方が調子が上がり

やすいと思います。これも模試や答練でいろんなパタ

ーンを試してみましょう。私は試した結果、午後は不

動産登記から解く事が一番合っていましたが、記述か

ら解くパターンでもいいと思います。 

次年度の勉強方法 

最初の本試験に撃沈したため、勉強方法を変えるこ

とも検討し他講座のテキストなどを調べてみました

がどれもピンと来ませんでした。松本先生にご相談し

たところ、会社法改正部分のみ対策が必要なものの基

本はリアリスティックテキストで独学が可能とのア

ドバイスを頂きました。慣れ親しんだテキストをあら

ためて読み進めると今まで読み飛ばしていた情報が

たくさんあることに気づきました。何回読み直しても

今でも新たな発見があることがわかったためもう１

年リアリスティックテキストだけで独学することに

決めました。本試験までにテキストを何周もまわすこ

とを最優先し、検索の一元化を徹底し、テキストのあ
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のあたりのページにこの論点の表があるといった記

憶ができるまで読み込みを重視しました。過去問は本

試験までに３周ほど回すだけに留めました。講座や答

練はとらず全ての予備校の模試をフルコースで受け

ましたが、さすがに受けすぎて模試疲れを起こしまし

たので２校くらいに絞るべきだったと思います。模試

の解説の利用方法として、覚えづらい論点（根抵当権

の確定事由、組織再編、募集株式の発行など）のまと

めページをピリピリちぎって電車の移動時間に繰り

返しボロボロになるまで読みました。テキストをちぎ

る訳にはいかなかったのでいい活用方法だったと思

います。あと「試験」そのものにいいイメージを持つ

事と勝ちぐせをつけるために宅建を取得しました。 

平成２７年度の本試験（午前 31点午後 26点・記述不

動産登記 26.5 点 商業登記 24 点） 

この日を万全に迎えるためにあらゆる準備をしま

した。本試験当日に着る物、飲み物、昼食、すべて模

試の点数が良かったパターンであらかじめ用意しま

した。ジンクスを重視すると言うより、この服装のと

きいい点数が取れたよね、という実績を自分に与えて

安心させることと、当日試験以外のことを一切考えな

いでいいようにするという目的があったためです。特

に飲食物は試験中の血糖値に関わりますので自分に

合うものを用意しておくのが賢明です。ご存知かとは

思いますが、司法書士試験の山は午後にあります。私

は模試の経験上午後択一に時間をかけるといい点数

が取れる反面、記述で時間切れになるということを知

っていました。例年本試験は模試よりも記述の分量が

少ないので何とかなるかな、、、と思っていましたが今

回の記述は明らかに予想以上の分量があることが記

述の解答用紙が配られてすぐに判断できました。松本

先生にあらかじめ「サプライズは必ずあります。」と

言われており「サプライズは想定内」としていたため、

落ち着いて時間配分を調整し（午後択一は精度が落ち

てもハイスピードで進めて、なんとか記述は書ききろ

う）と覚悟を決めて午後の試験に臨みました。途中（時

間が無い！）と何度も挫けそうな瞬間がありましたが、

松本先生の「時間切れだけは許しませんよ！」の声が

何度も頭の中で鳴り響き何とか気力を振り絞って、記

述は不動産登記も商業登記も大枠から仕上げ、配点の

高そうな箇所を優先して点数を取りに走り、計算が必

要な箇所は後回し残り数分で埋めるという作戦で、空

白は一箇所も無い状態で書ききることが出来ました。

最後１分でマークチェック、鉛筆を握り締めマーク漏

れがあれば瞬時に４番をマークする姿勢でした。そし

て試験終了。予想どおり午後は２６点とふるいません

でしたが、結果的に記述を書ききったことが合格につ

ながったと思います。 

最後に 

本試験の日の自分は本試験までの１日１日の自分

を代表して戦っているのだと思います。当日本気で戦

わなければ今まで頑張ってきた自分が不憫ですし、当

日の自分の出来を責めてもそれは今までの自分の代

表でしかありません。受験期間中は真っ暗な穴の中に

居るような不安な気持ちになるかもしれませんが、勉

強できるということは幸せなことです。なぜなら本試

験中にいくら嘆いても、もうテキストを見ることすら

出来ません。限られた今の時間を本試験当日の自分の

ために全て勉強に充ててあげましょう。今一生懸命覚

えた条文が本試験当日の自分を助けることになるか

もしれないのです。本試験は運の要素が強いと言われ

ますが、「自分の嘘偽りない実力をよく知り、一番点

数を取れるパターンを熟知し、当日の試験の内容に合

わせて瞬時に的確な戦略を練ってそれを実行出来た

人」が結果的に運の良かった人なのだと思います。私

が特に秀でた実力を持たずして合格できたのも、当日

この判断が出来たからだと思いますし、また司法書士

試験に求められている本質なのではないかという気

がします。 

感謝 

私を合格に導いてくださったのは松本先生に他な

りません。いつも講座の３コマ目に話してくださる厳

しい内容は耳が痛いものでしたが、合格者はそこまで

努力をしているのだという厳しさがいつしか当たり

前に刷り込まれていきました。 

平成２７年７月５日本試験当日、私は一人ではあり

ませんでした。松本先生の「受かればいいんです！」

「時間切れだけは許しませんよ！」という声に何度も

助けられ、（あれだけ勉強したのだから）と自分の出

した答えに自信を持って解答を埋め、勇気を持って最

後の１分１秒まで戦うことが出来ました。 

末尾になりましたが、あらためて松本先生に心より

の感謝とお礼を申し上げます。 

また、辰已法律事務所大阪本校のスタッフのみなさ

ん、勉強場所として自習室と休憩場所を快く提供して

頂き、誠にありがとうございました。 

そして、「未来を切り拓くために必要な武器」にな

る「司法書士」という資格を得るきっかけを与えてく

れた私の最愛の家族にも心より感謝の意を表します。 

 

最後までお読み頂きありがとうございました。 
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「自転車は用意します。しかし、それだけでは徒

歩で走っている他の受験生の方に負けます。こいで

ください。」この言葉は、開講直前ガイダンスで松

本先生が仰っていたもので、松本先生の講座を一言

で表すのであれば、私は真っ先にこの言葉を挙げま

す。 

 

あまり時間の取れない兼業受験生であれば、勉強

する時間を捻出することから始めると思いますが、

合格するためには、その確保できた少ない時間の中

で、いかに効率的に勉強を進めていくかということ

もとても大事なことです。あまり時間の取れない中

で、合格するためにやるべきこととそうでないこと

を自分で判断するというのはとても時間のかかる

ことであり、自分で判断することにより必要以上に

勉強範囲を広げすぎたり逆に狭めすぎたりしてし

まうというリスクもあります。 

松本先生の講座では、「この問題は去年出題され

たため、今年は C ランク中の Cランクですので時間

のある人だけやってください」といったように、ラ

ンク付けはもちろんのこと、ランク付けの根拠も明

確に示していただけるため、前述したような無駄な

時間を省くことができますし、単元ごとにメリハリ

をつけて勉強を進めていくこともできます。 

さらに、松本先生が講義中に緑色のボールペンで

記載した知識は、共通する視点で見ることにより他

の科目にも応用することができるため、他の科目に

突入した際に一から知識を覚え直すという無駄な

時間を省いて、テンポよく勉強を進めていくことが

できます。 

 

また、テキストや過去問の解説を読んでも理解し

きれないときは、インターネット等を使い自分で調

べることもできますが、情報元の信頼度が不明であ

るため完全には信用することができないという弊

害があったり、なかなか答えに辿り着けず、思った

より時間がかかってしまうということもあります。 

 

 

その点、松本先生の受講生であれば、受講生専用

ブログを利用することができます（私は、この受講

生専用ブログこそが松本先生の講座の最大の武器

であると考えています）。受講生専用ブログではコ

メント欄で質問することができ、その回答は松本先

生自身が行っているため情報の信頼度という点で

は問題ないです。また、松本先生は「質問は、遅く

とも２日以内には返信します」と公言しているため、

時間という問題もクリアしていると思います（私は

他の受講生の方よりも多くの質問をしていました

が、その当時を思い返してみても早いときであれば

質問をした当日中に、遅いときでも次の日には回答

を頂いていたので、実際には回答に２日掛かったこ

とは一度もなかったと記憶しています）。さらに、

全講義終了後も本試験の日まで質問をすることが

できたため、ほとんどの受験生が不安になりやすい

といわれている直前期にも、松本先生が付いていて

くれるという安心感からとても心強かったことを

憶えています。 

 

松本先生は、講義が始まる直前まで理由や制度趣

旨を調べ、受講生にとって最も思い出しやすい方法

を常に考えている講師ですので、他のどの講座より

も理由や思い出し方を提供してくれる講座だと思

います。受講生専用ブログでの返信の早さは、それ

自体がモチベーションアップにもつながるため、法

律初学者の方にはとてもおすすめの講座です。 

また、試験範囲が膨大であるにもかかわらず、本

試験では毎年のように多くの未出の論点が出題さ

れるため、中上級者の方は、もっと手を広げなけれ

ば受からないのでは？という不安に駆られること

もあると思いますが、松本先生の講座では、過去問

分析等に基づく明確な根拠を示して「ここは今年は

出ないのでやらないでください」とはっきり仰って

いただけるので、自分の判断で手を広げてしまいが

ちな中上級者の方にもおすすめできる講座です。 

 

 

法律初学者の方にも、中上級の方にも、おすすめの講座 

平成 27 年度合格者  Ｋ.Ｋさん 

受験回数 2 回 
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合格者の 

声 
 

受験開始 

「司法書士」、学生時代からその存在は知っていま

したがその合格率の低さや広範な試験範囲から漠然

と「中途半端な状態で学習を開始しても合格レベルに

達する事は無いだろう。」と学習開始は敬遠しており

ました。 

しかし大学卒業後実社会での日々の中で法律知識

の重要さを知ると共に商法・会社法については全資格

試験中最高レベルの知識が求められビジネスの現場

とも親和性の高いこの資格に非常に大きな魅力を感

じ、平成 26年度試験の受験を決意しました。 

とは言え学生時代のように勉強に集中出来る環境

を作り出し、法律初学者かつ兼業の受験生が一年間で

合格レベルまでに到達するには一定程度の工夫が必

要でした。 

以下具体的な施策と学習方法について記載して行

きます。 

学習環境 

平日で 6 時間、休日では 10 時間くらいの勉強時間

は確保していました。ただし後述するように勉強時間

ではなく勉強量にノルマ設定していたため時計を気

にしながら学習する感覚はありませんでした。 

そして学習開始当初かなり意識的に行ったのは勉

強時間確保のために「やらない事を決める作業」です。 

受験勉強においては「何をするか」も重要ですが、

この「何をしないか」について徹底的に考え抜いた事

も私が 1 年で合格出来た大きな要因だと思います。 

まずテレビ、ゲーム、SNS などの浪費時間をゼロに

し、知人、友人からの単純な遊びの誘いはほぼ全て断

りました。これにより勉強に割く事が出来る可処分時

間が飛躍的に向上しました。 

また食後眠くなったりしないように重い食事や飲

酒も極力避け、常に身体のパフォーマンスに気を配る

事で時間対効果も改善にも取り組みました。 

食事の内容等ついてもかなり拘りましたがそれに

ついては細かく書いていると長くなりますので割愛

致します。 

また食事中もスマホや PC、DVDで講義やガイダンス

の動画を見るようにし、移動中は音声学習で条文・申

請書の定着を行う事でただ消費してしまう時間もゼ

ロに近付けるように意識しておりました。 

このように常に学習に触れている事でオンオフの

切替えに要する時間も少なくなり、机に向かって集中

する迄に時間を要する事もほぼ無かったように思い

ます。 

辰已法律研究所にて松本先生の基礎講座受講開始 

司法書士の学習を開始すると決めてすぐに辰已の

門を叩き松本先生の開講前ガイダンスに出席、その後

すぐに受講を開始しました。 

学習スタイルとしては通学で講義に出席し、その後

は講義範囲（テキスト 30〜40ページ程度）の 3 回の

復習、指定の過去問、次回講義範囲の予習をノルマに

設定し、次回講義までにこなす事を徹底して行いまし

た。 

ちなみに復習の際は知識をテキスト上で一問一答

のような形でアウトプット（例えば「民法 132条不法

な条件を付した法律行為は無効とする」まで読んだら

「不法な行為をしないことを条件とするものも同様

とする」をアウトプット。「買戻特約の登記の添付書

面」まで読んだら「登記原因証明と代理権限証明情報」

をアウトプット。）しながら読み進める方法で行いま

した。過去問よりも抽象度の高いテキスト上でアウト

プットが出来るようになれば問題形式を問わず知識

を引き出し易くなります。 

以上をこなしていれば法律初学者の私であっても

論点すべてを暗記してはいないものの理解出来ない

と言う感覚になった事は殆どなく、毎回新しい知識を

得る感覚にやみつきになり講義のある木曜と日曜を

心待ちにする日々でした。 

そして学習開始後 2 ヶ月後のお試し受験では午前

民法の学習済範囲内の知識で解答可能な 11 問中 10

松本基礎講座なら方法論の試行錯誤に

陥る事なく純粋に学習だけに専念できる 

平成 26 年度合格者  Ｔ.Ｊさん 

受験回数 1 回 
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問正解。（失点した 1 問についてもイージーミス） 

この事実が合格への大きな確信となり、教材と学習

法にも自信が持てました。 

この感覚を得てからは講義テキスト、過去問、六法、

講座専用ブログ以外の情報源はシャットアウトし「こ

の講座だけを完璧にする」と言う思考に切り替えまし

た。 

勉強量増加の壁 

秋から講義が週2コマから3コマになると実質勉強

量が 1.5 倍になり一気に余裕はなくなります、得意に

なっていた民法についても知識が抜け落ちてゆくの

を感じ焦燥感も募る日々に。 

しかし冒頭のノルマだけはこなして行こうと考え、

焦りの中でも機械的にノルマだけはこなしておりま

した。 

この頃になると勉強が深夜朝方近くに及ぶ事が普

通になり冗談は抜きで週に一度程度発熱していたと

記憶しています。学習開始以前の腑抜けていた生活の

ツケを感じました。 

しかしその期間を乗り越えれば自身の学習スピー

ドも向上し、講義と同時並行で他科目を復習する余裕

も出来はじめます。 

記述式も答案構成には最初苦労しましたが申請書

に関してはテキスト上のアウトプットと音声学習シ

ャドウィングが抜群の効果を発揮し基本的申請例雛

形は苦なく記憶してしまうので、主に必要な登記を正

確な順序で申請する事に集中力を注ぐ事で正答率も

向上し、苦手意識も解消されました。 

商業登記法に関しても言えることですが記述で既

出の論点を潰してゆくと択一論点の理解に要する負

担が軽くなりますので記述式の醍醐味である知識を

使いこなしがら体得して行く感覚を楽しみながら学

習するのが大切だと思います。 

枠ズレ•時間切れについて 

「枠ズレ」、不動産登記法記述式試験に関するこの

言葉をご存知の方もいらっしゃるかと思いますが「必

要な登記を抜かす or 不要な登記を入れる事によりそ

の後の申請書すべてが採点されなくなる事（例外もあ

るようですが）」です。ほとんどの場合これだけで合

否を左右する致命傷になります。 

「時間切れ」は単純に時間が足りなくなり申請書や

解答が書けなくなる事、答えを書けない以上点数は入

りませんのでこれも同じく致命傷となります。 

しかし個人的に一番良くないと感じたのは「枠ズレ

を恐れる余りに問題検討中に生まれる漠然とした恐

怖感、不安感や時間切れを恐れる事による焦燥感に支

配される事」だと思います。 

これに陥ってしまうと落ち着いてやれば気付ける

論点を落としたりします。 

ちなみに私は時間切れを特に恐れる節がありまし

たので実力以上の速度（180分間の午後試験で 40〜60

分余らせたりしていました。）で解いてしまい論点を

見落とすと言うスランプに陥りました。 

本年度本試験でもそれによって問題文を読み飛ば

し枠ズレを引き起こすと言う最悪のミスを犯してい

ます。 

これを防ぐために日々の択一・記述過去問演習や模

試にていつも決まった解法で時間内に解答出来るか

を意識的に確認しながらの問題検討を行うのは必須

かと思います。 

模試 

答練は受講せず、模試を3月から6回程受けました。 

模試ではとにかく時間内（目安は午前択一 1 問 3

分、午後択一 1 問 2 分、不動産登記記述式•商業登記

記述式各 55 分）に問題を終わらせる練習、記述式を

講義で学んだ手順で回答する練習と割切り、復習は誤

った選択肢のみ一応の検討はしましたが問題を何度

も解き直したりする事はしませんでした。 

得点は 6 月前半時点でやっと模試の基準点くらい

（最終のもので午前 26 問午後 26 問）取れるようにな

ったくらいです。 

ただ受験生の学習は模試のための学習ではなく本

試験のための学習ですので模試の点数や順位につい

ては深く考慮する必要はないと考えていました。 

直前期 

4 月〜6 月は仕事も休み完全に受験勉強だけの生活

をしましたが、長い間平日 6 時間、休日 10 時間と言

う限られた時間内でその日の学習ノルマを終える習

慣が染み付いており正直学習量にさほどの変化はあ

りませんでした。 

ただやはり退路を断つ事による集中力向上はあっ

たと思います。 

この時期にはテキストを 5 回転させ平成の過去問

を 1 回転、模試、年度別の過去問を直近 5 年分こなし

ました。 

直前 1週間はテキスト、過去問の不安箇所をとにか

く暗記。模試で午後択一不動産登記法の失点が気にな

ったので先生と相談し不動産登記法のみ過去問をも

う 1 回転も追加しました。 

2014 年度本試験 

連日の長時間学習による疲労で本試験の朝も熱が
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下がらず栄養ドリンクを飲んで受験地早稲田大学へ。 

自宅から近いので自転車で会場に行きましたが到

着時点で息切れする程に体調は悪かったです。 

しかし人間の気概と言うものは凄いもので試験が

はじまると体調はスッと良くなり集中出来ました。 

午前択一では時間的には余裕があったものの個数

問題が多く、確信を持って解答出来ない問が散見しま

した。しかし「これは基準点が下がるな」と感じただ

けで特に焦燥感に襲われる事もなく問題検討出来ま

した。 

午後択一では直前期に不動産登記法を高速一回転

したのが効いておりスピーディな問題処理に成功し、

残り 120 分を残してお手洗いに行った後に記述式に

着手。記述開始後すぐに不動産登記法の問題文の長さ

や論点の難しさに面食らいましたが、とにかく 60 分

以内に終わらせて商業登記に取り掛かる事に集中し、

「不安箇所は商業登記が終わった後に検討し直せば

良い」と割り切って答案を書き上げました。 

商業登記は基本的かつ得意な論点が多く落ち着い

て解答出来たと思います。もし不動産登記を納得いく

まで検討してしまっていれば折角得点源になった商

業登記の検討時間が不足してしまったと思いますの

で前半の判断は正しかったと思います。まさに模試の

目的を制限時間内解答に置いていた事が活きた瞬間

でした。 

筆記試験合格発表 

試験後の自己採点では不動産登記法記述式にて問

題文終盤の基本論点読み飛ばしによる 3 欄の枠ズレ

を筆頭に午前択一でもテキストの知識で取れる問題

を 4 問も落としている事が発覚。合格可能性はゼロで

はないにせよかなり厳しいものになると覚悟してい

ました。 

そして基準点突破を経て、10 月 1 日の筆記試験合

格発表日。 

上述の通り合格の確信があった訳ではありません

でしたが何はともあれ自身の司法書士資格受験の集

大成をこの目で確認したいと思い九段下の東京法務

局の掲示板へ。 

人も疎らな法務局前。心の準備も無しに掲示板の前

に立つとすぐに自身の番号が目に飛び込んできまし

た。 

突然現実のものとなった一年間の学習成果を前に

突き上げるような嬉しさと信じられない気持ちが入

り混じった感覚が身体を突き抜けたのを覚えていま

す。 

松本基礎講座での一年間について 

私は周囲を巻き込んで司法書士と言う実務家を志

し、学習を開始するのであれば資格取得も仕事の一貫、

言わば一つのプロジェクトだと考えていました。 

そして通常のプロジェクトであれば戦略立案に修

正•微調整を重ねて初めて日々のルーティンワークに

業務を落とし込む事が出来ます。 

しかし司法書士試験に関しては方法論•学習ツール

•知識の取捨選択作業を松本先生が徹底的な研究をし

てくれています。 

私はその武器を使って日々ルーティンワークだけ

を実行するだけで合格レベルに持ってゆく事が出来

ました。 

仕事と言う観点から考えればこんなに恵まれた環

境はあり得ません。 

方法論の試行錯誤に陥る事なく純粋に学習だけに

専念する。そんな贅沢な環境を提供してくれたこの講

座には大変感謝しています。 

これから司法書士を志す皆様へ 

合格率や巷に溢れる情報に惑わされる事なく、ご自

身の手応えや感覚を信じて、たった一年間でいいので

本気でやり抜いてみて下さい。 

その皆様の小さな勇気の報いる形で未来は思った

以上に大きなプレゼントを小脇に抱えて待っていて

くれると思います。 

終わりに 

末尾となりましたが宝物のような時間を一緒に紡

いで頂いた松本雅典先生、松本基礎講座受講生の方々、

受験を支えてくれた親族、知人に心より御礼を申し上

げます。 

最後まで読了頂き有難うございました、この体験記

が少しでも皆様のお役に立てれば幸いでございます。 
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